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議会に関してのお問い合わせは

　市議会だよりにお気づきの点がございましたらご意見をお寄せ
ください。より充実した紙面づくりの参考とさせていただきます。

出 雲 市 議 会 事 務 局

TEL：（0853）21-6246  FAX：（0853）21-6251
URL：http://www.city.izumo.shimane.jp/gikai
メール：gikai@city.izumo.shimane.jp/

本誌は地球環境に優しい植物油インキを

使用しております。

〒693-8530  出雲市今市町70

　
議
員
の
不
祥
事
が
、
連
日
の
よ
う

に
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
中
、

議
員
に
対
す
る
信
頼
感
が
失
わ
れ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　
出
雲
市
議
会
は
、
平
成
19

年
度

12

月
定
例
会
で
、
議
員
提
案
に
よ
り

「
出
雲
市
議
会
基
本
条
例
」
を
制
定
し
、

議
会
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、

開
か
れ
た
議
会
を
推
進
し
て
、
市
民

の
皆
さ
ま
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
10

年
前
と
は
議
会
の

活
動
の
あ
り
方
が
大
き
く
変
わ
っ
て

き
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の

こ
と
が
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
ほ
と
ん

ど
理
解
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
度
、
広
報
広
聴
調
査
・
推
進

委
員
会
が
新
た
に
設
置
さ
れ
、
議
会

と
し
て
の
情
報
発
信
・
広
聴
機
能
の

強
化
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
議
会
広

報
誌
編
集
委
員
会
で
は
「
議
会
だ
よ

り
」
を
通
じ
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
が

議
会
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
議
会
の
活
動
状
況
を
分
か

り
易
く
情
報
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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議会活動 （平成29年8月11日～11月10日に開催された会議）

8月17日(木)

18日(金)

21日(月)

22日(火)

24日(木)

25日(金)

28日(月)

29日(火)

30日(水)

31日(木)

9月 1日(金)

6日(水)

 7日(木)

12日(火)

15日(金)

19日(火)

25日(月)

26日(火)

27日(水)

10月 2日(月)

2日(月)～4日(水)

水産・漁業対策協議会

広報広聴調査・推進委員会、スポーツ推進協議会

トキ協議会、議会広報誌編集委員会

文教厚生委員会協議会、芸術文化振興議員連盟

議会運営委員会

一畑電車沿線議員連絡協議会総会・幹事会

行財政改革特別委員会

議会改革・調査特別委員会

理事会

議会運営委員会、全員協議会

観光・コンベンション調査特別委員会

議会広報誌編集委員会

広報広聴調査・推進委員会

トキ協議会

森林・林産業対策協議会

理事会

原子力発電・エネルギー政策調査特別委員会

議会運営委員会、国県道対策協議会

理事会

観光・コンベンション調査特別委員会

総合交通対策特別委員会行政視察、行財政改革特別委員会行政視察

5日(木)

6日(金)

10日(火)～11日(水)

12日(木)

12日(木)～13日(金)

16日(月)～18日(水)

18日(水)

19日(木)

20日(金)

24日(火)～25日(水)

25日(水)

26日(木)

30日(月)

31日(火)

31日(火)～11月 2日(木)

11月 2日(月)

8日(水)

9日(木)

10日(金)

全国市議会議長会 第132回国会対策委員会・意見交換会

島根県市議会議長会 秋季定期総会、議会改革調査特別委員会

農政議員連盟

議会改革・調査特別委員会行政視察

議会広報誌編集委員会、水産・漁業対策協議会

全国自治体病院経営都市議会協議会正副会長・監事・相談役会議

観光・コンベンション調査特別委員会行政視察

山陰都市連携協議会

議会広報誌編集委員会、新内藤川・赤川対策協議会

広報広聴調査・推進委員会、堀川水系対策協議会

第１３回全国散居村サミットin 飯豊

総務委員会協議会

第１３回地域医療政策セミナー

中海・宍道湖圏域市議会議長会 鳥取県知事要望

議会運営委員会、全員協議会、理事会、斐伊川・神戸川沿川対策協議会

中海・宍道湖圏域市議会議長会 島根県知事要望

原子力発電・エネルギー政策調査特別委員会行政視察

行財政改革特別委員会

全国市議会議長会　第１０３回評議員会

全国市議会議長会　第１６０回産業経済委員会

中学生議会

本会議(開会、議案上程・説明)
本会議(一般質問・１日目)
本会議(一般質問・２日目)
本会議(一般質問・３日目)
本会議(一般質問・４日目、議案質疑、委員会付託)、予算特別委員会
総務委員会・予算特別委員会総務分科会
文教厚生委員会・予算特別委員会文教厚生分科会

１１月３０日(木) 
１２月  ４日(月)

 ５日(火)
６日(水)
７日(木)

１１日(月)
１２日(火)

平成29年度 12月定例市議会 会期日程（案）今後の本会議の予定

環境経済委員会・予算特別委員会環境
経済分科会
建設水道委員会・予算特別委員会建設
水道分科会
予算特別委員会
本会議(委員長報告、質疑、討論、採決、
閉会)

１３日(水)

１４日(木)

１８日(月)
２０日(水)

※一般質問を行う議員数により、12月7日の日程が12月6日に繰り上がり、12月7日は開催されないことがあります。
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出雲大社正面鳥居前をスタートした

各校の選手

駅伝シーズン幕開けを飾る

 第29回出雲駅伝開催第29回出雲駅伝開催
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出出雲雲市市議議会会 市市政政調調査査研研究究会会

出雲市議会では、市の主要事業などについて独自に調査研究を行うため、下表の９つの協議会からなる「市政調査研究会」を

設置しています。

平成２９年度

第３回出雲市議会（定例会）報告

本会議（開会、議案上程・説明、採決）、決

算特別委員会

本会議（一般質問・１日目）

本会議（一般質問・２日目）

本会議（一般質問・３日目、議案質疑、委

員会付託）、予算特別委員会、決算特別委員会

総務委員会・予算特別委員会総務分科会

文教厚生委員会・予算特別委員会文教厚生

分科会

８月３１日（木）

９月４日（月）

９月５日（火）

９月６日（水）

９月８日（金）

９月１１日（月）

環境経済委員会・予算特別委員会環境経済

分科会

建設水道委員会・予算特別委員会建設水道

分科会

予算特別委員会

決算特別委員会（１日目）

決算特別委員会（２日目）

決算特別委員会（３日目）

本会議（委員長報告・質疑、討論、採決、

意見書案上程、採決、閉会）

９月１２日（火）

９月１３日（水）

９月１９日（火）

９月２０日（水）

９月２１日（木）

９月２２日（金）

９月２７日（水）

開会 平成２９年（２０１７）８月３１日（木） 閉会 平成２９年（２０１７）９月２７日（水） 会期２８日間

調 査 内 容

新内藤川・赤川の改修整備および治水安全整備に関する調査研究

堀川水系の改修整備および景観・治水安全整備に関する調査研究

国道、県道の整備状況の調査研究および優先的事項の国、県への要望活動

水産業や漁業の振興対策に関する調査研究

森林の整備や林業・林産業の振興に関する調査研究

地域医療の向上を図るための総合医療センターを中心とした地域医療福祉の拡充や整備に関する調査研究

トキの保護、分散飼育、トキによるまちづくり構想などについて調査研究

斐伊川・神戸川治水事業ならびに、神戸川発電用水利用による神戸川下流、十間川および神西湖の環境問題、水資源問
題に関する調査研究

スポーツの普及およびスポーツ施設整備に関する調査研究ならびに将来のスポーツ界を牽引する人材の育成・支援に関
する調査研究

名 称

新内藤川・赤川対策協議会

堀川水系対策協議会

国県道対策協議会

水産・漁業対策協議会

森林・林産業対策協議会

地域医療福祉協議会

トキ協議会

斐伊川・神戸川沿川対策協議会

スポーツ推進協議会

議議会会のの動動きき

平成２９年８月３１日から９月定例市議会が開催され、平成２９年度（２０１７）出雲市一般会計３回

補正予算など７０議案を議決しました。

議議議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会会会のののののののののののののののののの動動動動動動動動動動動動動動動動動動きききききききききききききききききき

９月定例会では、「平成２９年度（２０１７）出雲市一般会計第３回補正予算」など予算案件２件、「平成２８年度

（２０１６）出雲市一般会計歳入歳出決算認定について」など決算案件１８件、「出雲市新築住宅に対する固定資産税

の課税免除に関する条例の一部を改正する条例」など条例案件７件、「公の施設の指定管理者の指定について

（湖陵福祉センター）」など一般案件１６件の議案が執行部から提案され、これらすべての議案について、認定ま

たは原案のとおり可決したほか、「出雲市農業委員会委員の任命」２４件および「人権擁護委員候補者の推薦（２

名）」に同意しました。

また、議員提出案件の「地方の道路整備の促進を求める意見書」を、賛成多数で可決しました。

会 期 日 程
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萬代 輝正 議員 （４ページ）

・出雲市のスポーツ振興策の課題と新体育館運営について
◎市内小中学校の統廃合後の施設利用をどう考える

岸 道三 議員 （４ページ）

◎支所機能のあり方に関する検討状況について
・地方公務員法及び地方自治法改正に伴う臨時・非常勤
等職員の処遇改善について

原 正雄 議員 （５ページ）

◎トキ一般公開に向けた出雲市の取組みについて

錦織 稔 議員 （５ページ）

◎犬・猫の殺処分ゼロに向けての取り組みについて
・災害時の避難場所における犬・猫の飼育管理体制につ
いて

・「しまね結婚・子育て市町村交付金」の活用について

玉木 満 議員 （６ページ）

◎高等教育機関について
・学校施設及び休業日の登下校について

福島 孝雄 議員 （６ページ）

◎市道法面の除草対策について
・営農組合の広域連携について

川光 秀昭 議員 （７ページ）

◎日御碕の観光産業の現状と将来について
・次年度の介護保険事業計画について

湯淺 啓史 議員 （７ページ）

◎移住・定住や就職支援・人材確保などを促進する施策
について

板垣 成二 議員 （８ページ）

◎マイナンバーカードの普及・利用拡大策は

伊藤 繁満 議員 （８ページ）

◎宍道湖西岸地域における湛水排除機能の強化について
伺います

本田 一勇 議員 （９ページ）

◎出雲市多伎町の風力発電について
・出雲エネルギーセンターについて

後藤 由美 議員 （９ページ）

◎高すぎる国民健康保険料の引き下げについて
・定住策支援について
・保育園待機児童解消について

児玉 俊雄 議員 （１０ページ）

・林業振興事業（林業３Ｆ事業）について
◎各種手続きに係る総合窓口の設置について

保科 孝充 議員 （１０ページ）

◎出雲市は、経済産業省が公表した核のごみ最終処分場
適地にどう対応しますか

・最近疑問に思った、組織体制について伺います

神門 至 議員 （１１ページ）

・市内公立学校（小・中学校）教員の長時間労働について
◎西代橋の耐震補強工事に伴う長期通行止めについて

寺本 淳一 議員 （１１ページ）

◎出雲市の保有する遊休資産（土地）について

大場 利信 議員 （１２ページ）

◎出雲市におけるボランティア活動の推進について
・「災害弱者」への支援策の具体化について

多々納剛人 議員 （１２ページ）

・市内保育施設での待機児童解消対策を伺う
◎平成２９年度以降の出雲市農業政策と農福連携について
伺う

山内 英司 議員 （１３ページ）

・乳幼児医療費制度拡充に向けて
◎出雲日御碕夕日鑑賞バスの運営状況を伺う

板倉 一郎 議員 （１３ページ）

◎図書館について
・成年後見制度について

宮本 享 議員 （１４ページ）

・「出雲市がん撲滅対策推進条例」について
◎グリーンステップＣ谷の利活用について
・簸川南広域農道の県道昇格について

勝部 順子 議員 （１４ページ）

◎ヘルプカード認知＆普及について
・セイタカアワダチソウについて

９月定例市議会では２２人の議員がそれぞれ以下の項目について質問を行いました。１人１問ずつ選

んで（◎印のもの）掲載しています。なお、各項目は、一般質問通告一覧表に記載された項目です。

一 般 質 問市政のここが聞きたい

一一般般質質問問



4いずも市議会だより ５０号

問

近
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０
０
校
が
統
廃
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に
よ
り
減
少
し

て
い
ま
す
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出
雲
市
で
も
学
校
再
編

計
画
の
中
で
統
廃
合
が
進
ん
で
お

り
、
ま
さ
に
今
後
の
利
活
用
に
向
け

て
の
知
恵
を
絞
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時
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あ
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ま
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。

市
と
し
て
、
今
後
の
利
活
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の
方

向
性
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ど
う
考
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て
い
る
の
か
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地

域
住
民
の
理
解
の
も
と
、
民
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の
提

案
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ど
の
地
域
活
性
化
策
を
考
え
ら

れ
な
い
か
伺
い
ま
す
。

財
政
部
長

市
内
部
の
検
討
組
織
を

立
ち
上
げ
、
地
元
の
意
向
な
ど
も
踏

ま
え
、
利
活
用
策
を
検
討
し
、
こ
の

ほ
ど
、
そ
の
方
向
性
を
取
り
ま
と
め

た
と
こ
ろ
で
す
。

平
田
地
域
の
旧
旭
丘
中
学
校
、
旧

光
中
学
校
、
旧
佐
香
小
学
校
、
多
伎

地
域
の
旧
田
儀
小
学
校
、
大
社
地
域

の
旧
鵜
鷺
小
学
校
、
旧
日
御
碕
小
学

校
に
つ
い
て
、
老
朽
化
が
進
み
耐
震

性
の
低
い
も
の
は
解
体
と
し
、
新
耐

震
基
準
に
適
合
し
利
活
用
が
可
能
な

校
舎
、
あ
る
い
は
解
体
後
の
跡
地
に

つ
い
て
は
、
事
業
提
案
型
（
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
型
）
の
公
募
に
よ
り
、
貸

し
付
け
、
あ
る
い
は
売
却
を
行
っ
て

い
く
考
え
で
す
。

問

現
在
、
将
来
に
お
け
る
支
所

機
能
の
あ
り
方
お
よ
び
支
所
庁
舎
の

当
面
の
対
策
に
つ
い
て
、
検
討
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
①
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
、
庁
内
検
討
委
員
会
で
の

検
討
内
容
②
土
木
技
師
・
保
健
師
の

配
置
を
見
直
す
必
要
性
③
地
域
か
ら

の
意
見
の
聴
取
方
法
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

行
政
改
革
部
長

①
庁
内
検
討
委
員

会
を
４
回
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

は
５
回
開
催
し
、
検
討
に
あ
た
っ
て

の
論
点
を
洗
い
出
し
、
論
点
に
対
す

る
考
え
方
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。
②

土
木
技
師
、
保
健
師
な
ど
の
専
門
職

に
つ
い
て
は
、
専
門
的
な
知
識
が
必

要
な
場
合
や
フ
ォ
ロ
ー
体
制
の
構
築

な
ど
に
課
題
が
あ
り
、
拠
点
と
な
る

支
所
へ
複
数
の
職
員
を
駐
在
さ
せ
る

こ
と
も
対
応
方
法
の
一
つ
と
し
て
検

討
し
て
い
ま
す
。
③
市
議
会
を
は
じ

め
、
行
財
政
改
革
審
議
会
や
各
地
域

の
自
治
協
会
な
ど
に
検
討
内
容
を
説

明
し
、
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
実
施
方

法
、
時
期
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

支
所
機
能
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討

良
い
方
向
性
を

市
内
小
中
学
校
の
統
廃
合
後
の

施
設
利
用
を
ど
う
考
え
る

一一般般質質問問

萬 代 輝 正

将来的なあり方が検討される支所（写真は湖陵支所）

有効な利活用が求められる旧小・中学校

（写真は旧日御碕小学校）

岸 道 三
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問

出
雲
市
は
、
友
好
都
市
で
あ

る
中
国
漢
中
市
に
お
い
て
、
平
成
１１

年
に
ト
キ
認
養
（
飼
育
助
成
な
ど
）

が
開
始
さ
れ
、
関
係
者
の
ト
キ
飼
育

へ
の
機
運
が
高
ま
り
、
平
成
１７
年
に

は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
ず
も
朱
鷺
２１
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成

２３
年
に
分
散
飼
育
を
開
始
し
て
７
年

を
迎
え
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
ト
キ

分
散
飼
育
の
状
況
と
一
般
公
開
に
向

け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

市
長

現
在
、
３
ペ
ア
（
６
羽
）
の

親
鳥
と
今
年
生
ま
れ
た
３
羽
の
幼
鳥

の
計
９
羽
を
飼
育
し
、
自
然
繁
殖
に

努
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
３８
羽
が

ふ
化
し
、
う
ち
３１
羽
を
佐
渡
に
移
送

を
行
い
、
２６
羽
が
放
鳥
さ
れ
ま
し

た
。
出
雲
生
ま
れ
の
ト
キ
は
、
佐
渡

の
自
然
の
中
で
ペ
ア
を
組
み
、
巣

立
っ
た
ヒ
ナ
は
、
現
在
１５
羽
と
な

り
、
野
生
復
帰
に
大
き
く
貢
献
し
て

い
ま
す
。

西
日
本
唯
一
の
一
般
公
開
の
地
と

し
て
、
ト
キ
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
に
期
待
し
、「
出
雲
市
ト
キ

一
般
公
開
実
施
計
画
書
」
を
本
年
２

月
、
国
に
提
出
し
受
理
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
意
見
を
伺
う
た
め
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
な
が
ら
、
さ
ら

に
地
域
の
皆
さ
ま
の
協
力
を
得
な
が

ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

問

殺
処
分
ゼ
ロ
に
向
け
て
、

県
・
市
の
取
り
組
み
を
伺
い
ま
す
。

環
境
担
当
部
長

県
が
策
定
し
て
い

る
動
物
愛
護
と
適
正
な
飼
育
に
関
す

る
施
策
を
推
進
し
、
動
物
愛
護
団
体

な
ど
と
の
協
働
に
よ
る
迷
子
動
物
の

所
有
者
へ
の
返
還
お
よ
び
譲
渡
な
ど

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

問

出
雲
保
健
所
に
お
け
る
犬
・

猫
の
殺
処
分
数
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
と
の
連
携
や
支
援
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

環
境
担
当
部
長

殺
処
分
数
は
、
犬

が
平
成
２７
年
度
７
匹
、
平
成
２８
年
度

５
匹
。
猫

が

平

成
２７
年

度
１
１
９

匹
、
平
成
２８
年
度
１４
匹
で
あ
り
、

犬
・
猫
と
も
に
年
々
減
少
し
て
い
ま

す
。
殺
処
分
の
数
を
減
ら
し
て
い
く

た
め
に
、
出
雲
保
健
所
な
ど
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
検
討
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

問

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
金
使

途
区
分
の
一
つ
に
「
ふ
る
さ
と
出
雲

の
動
物
愛
護
に
資
す
る
事
業
等
」
を

加
え
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

環
境
担
当
部
長

動
物
愛
護
に
資
す

る
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
段
階

で
は
寄
付
金
使
途
区
分
に
加
え
る
考

え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ト
キ
の
一
般
公
開
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う

大
切
な
命

犬
・
猫
の
殺
処
分
ゼ
ロ
に
向
け
て

原 正 雄

鑑札または注射済票で飼主が分かります

一一般般質質問問

錦 織 稔
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問

立
地
を
検
討
し
て
お
ら
れ
る

工
科
系
高
等
教
育
機
関
に
つ
い
て
、

市
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
伺
い
ま
す
。

総
合
政
策
部
長

本
市
は
「
も
の
づ

く
り
の
ま
ち
」
で
も
あ
り
ま
す
が
、

理
工
系
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
市
外

ま
た
は
県
外
へ
進
学
し
て
い
る
状
況

で
す
。

人
材
育
成
は
も
と
よ
り
、
産
業
振

興
、
雇
用
の
創
出
に
つ
な
が
り
、
何

よ
り
も
若
者
の
定
住
に
つ
な
が
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

問

高
等
学
校
卒
業
後
の
進
路
で

最
も
多
い
の
は
大
学
進
学
で
あ
り
、

う
ち
８
割
を
超
え
る
方
が
県
外
に
進

学
し
て
い
ま
す
。

大
学
の
設
置
が
人
の
流
れ
を
変
え

る
た
め
に
最
も
効
率
が
良
く
、
人
口

減
少
対
策
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
ま

す
が
、
市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

ま
す
か
。

総
合
政
策
部
長

大
学
の
設
置
は
若

者
定
着
の
有
力
な
選
択
肢
の
一
つ
と

考
え
て
い
ま
す
が
、
現
在
は
あ
ら
ゆ

る
選
択
肢
を
排
除
せ
ず
、
幅
を
持
っ

て
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て

い
ま
す
。

問

市
道
（
広
域
農
道
を
含
む
）

の
除
草
に
つ
い
て
は
、
業
者
委
託
・

集
落
応
援
隊
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

で
実
施
さ
れ
、
農
地
に
面
し
て
い
る

所
は
農
家
が
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
高
齢
化
や
農
業
事
情
に
よ
り
、

作
業
が
困
難
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
①
業
者
委
託
作
業
道
路
の
対

象
要
件
②
除
草
費
用
の
動
向
③
今
後

の
対
策
④
防
草
シ
ー
ト
の
活
用
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

都
市
建
設
部
長

①
要
件
（
業
者
委

託
）
は
、
交
通
量
が
非
常
に
多
い
幹

線
道
路
、
カ
ー
ブ
が
多
く
見
通
し
が

の
り
め
ん

悪
い
道
路
、
法
面
が
急
斜
面
で
危
険

性
が
高
い
道
路
で
す
。
②
除
草
費
用

は
平
成
２６
年
度
２
５
３
０
万
円
、
平

成
２７
年
度
３
２
５
０
万
円
、平
成
２８
年

度
３
１
０
０
万
円
で
す
。（
各
年
度
除

草
箇
所
の
増
減
な
し
）
③
業
者
委
託

の
拡
大
も
含
め
、
除
草
対
策
は
総
合

的
に
検
討
す
る
時
期
に
あ
り
ま
す
。

④
防
草
シ
ー
ト
（
耐
用
年
数
１０
年
）

の
設
置
費
用
は
、１
㎡
あ
た
り
２
６
０

円
で
す
。
業
者
委
託
は
（
年
１
回
除

草
）
１
㎡
あ
た
り
約
９０
円
で
す
が
、

道
路
管
理
者
業
務
費
の
削
減
に
繋
が

る
こ
と
か
ら
、
導
入
に
つ
い
て
検
討

し
ま
す
。

め

ん

の

り

検
討
が
急
が
れ
る
市
道
法
面
除
草
対
策

子
ど
も
が
未
来
を
描
け
る
出
雲
市
に

工
科
系
高
等
教
育
機
関
の
早
期
立
地
を

一一般般質質問問

玉 木 満

除草シートが整備された市道

未来を描くバトンを次世代へ

福 島 孝 雄
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問

日
御
碕
地
区
は
、「
日
の
沈
む

聖
地
出
雲
〜
神
が
作
り
出
し
た
地
の

夕
日
を
巡
る
〜
」
と
し
て
、
４
月
末

に
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
地
区
の
観
光
の
施
策
と
、
そ
れ

に
地
元
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い

る
の
か
伺
い
ま
す
。

経
済
環
境
部
長

「
日
が
沈
む
聖
地

出
雲
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
７
月
１６

日
か
ら
夕
日
鑑
賞
バ
ス
を
運
行
し
て

い
ま
す
。
旅
行
業
者
に
対
し
て
、

商
談
会
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
や
観
光
協
会

を
通
じ
て
の
情
報
提
供
を
行
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
市
内
宿
泊
施
設
に
観
光
客

向
け
の
チ
ラ
シ
を
設
置
す
る
と
と
も

に
、
タ
ク
シ
ー
に
日
本
遺
産
の
認
定

を
周
知
す
る
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
の

貼
り
付
け
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

地
元
地
区
に
対
し
て
は
、
横
断
幕

の
掲
出
や
回
覧
な
ど
に
よ
り
周
知
を

行
い
、
意
識
の
醸
成
を
図
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
地
元
と
の
関
わ
り
に
つ
い

て
は
、
夕
日
鑑
賞
バ
ス
の
運
行
の
際

に
、
地
元
商
店
の
営
業
時
間
を
延
長

す
る
な
ど
、
来
訪
者
の
お
も
て
な
し

に
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今

後
も
地
元
と
一
緒
に
盛
り
あ
げ
て
行

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

現
在
、
出
雲
市
の
人
口
は
微

増
傾
向
で
す
が
、
少
子
化
が
進
み
若

者
が
県
外
に
流
出
す
る
状
況
は
続
い

て
い
ま
す
。
受
け
継
ぐ
べ
き
人
の
い

な
い
家
や
土
地
、
農
地
あ
る
い
は
家

業
な
ど
が
増
え
続
け
て
お
り
、
積
極

的
な
対
応
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
学
生
の
就
職
支
援
や
Ｕ
Ｉ
タ
ー

ン
希
望
者
に
対
応
す
る
た
め
、
東

京
・
大
阪
・
広
島
で
開
催
さ
れ
る

フ
ェ
ア
や
相
談
会
の
開
催
だ
け
で
な

く
、
市
職
員
が
現
地
で
常
駐
勤
務
す

る
こ
と
や
、
外
部
組
織
を
つ
く
っ
て

空
き
家
バ
ン
ク
の
運
営
や
移
住
、
就

職
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
専
門
的

な
業
務
を
一
括
し
て
委
託
す
る
考
え

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

市
長

市
職
員
の
東
京
な
ど
で
の
常

駐
な
ど
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題

と
し
て
引
き
続
き
検
討
し
ま
す
。
外

部
組
織
の
構
築
に
つ
い
て
は
、
民
業

と
の
関
係
に
も
留
意
す
る
と
同
時

に
、
今
年
度
実
施
し
て
い
る
空
き
家

所
有
者
へ
の
意
向
調
査
の
結
果
な
ど

も
踏
ま
え
て
、
効
果
と
克
服
す
べ
き

課
題
な
ど
を
検
討
し
ま
す
。

日
の
沈
む
聖
地
出
雲

日
御
碕
の
観
光
施
策
は

地
域
と
一
体
に
な
っ
て

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
対
応
や
学
生
の
就
職
支
援

な
ど
に
積
極
的
な
取
り
組
み
を
望
む

川 光 秀 昭

東京・大阪・広島で開催される「UI ターン相談会」

一一般般質質問問

日の沈む聖地出雲 －日御碕の夕日－

湯 淺 啓 史
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問

本
年
７
月
か
ら
、
出
雲
市
で

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
コ
ン
ビ
ニ

利
用
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
今

後
、
行
政
窓
口
や
金
融
機
関
、
勤
務

先
な
ど
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
し
か
し
、
カ
ー
ド
の
普

及
率
は
悪
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
カ
ー
ド
に
必
要
性
や
魅

力
が
充
分
備
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
も

原
因
だ
と
思
い
ま
す
。
市
職
員
の
出

退
勤
管
理
や
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
役

に
立
つ
よ
う
な
独
自
サ
ー
ビ
ス
を
検

討
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

総
合
政
策
部
長

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
普
及
率
は
、
本
年
７
月
末

現
在
、
出
雲
市
で
は
７
・
８５
％
で
、
市

職
員
の
所
持
率
も
概
ね
そ
の
程
度
で

す
。
職
員
の
出
退
勤
管
理
に
つ
い
て

は
、
導
入
を
検
討
し
ま
す
。
平
成
３０

年
度
に
は
、
コ
ン
ビ
ニ
の
交
付
サ
ー

ビ
ス
も
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
予
定
で

す
。
総
務
省
で
も
、
カ
ー
ド
を
利
用

し
た
地
域
経
済
好
循
環
シ
ス
テ
ム
の

運
用
を
９
月
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
。

現
在
、
情
報
収
集
中
で
す
が
、
カ
ー

ド
の
魅
力
ア
ッ
プ
に
向
け
可
能
な

も
の
か
ら
実
現
に
向
け
取
り
組
み

ま
す
。

問

宍
道
湖
西
岸
地
域
に
は
、
８

カ
所
の
排
水
機
場
が
あ
り
、
降
雨
が

あ
れ
ば
住
宅
浸
水
、
田
畑
の
冠
水
を

防
止
す
る
た
め
フ
ル
稼
働
を
し
て
い

ま
す
。
こ
の
う
ち
、
出
雲
縁
結
び
空

港
に
近
接
す
る
湖
岸
南
排
水
機
場
と

し
ん
さ

ん

ぶ
い
ち

新
三
分
市
排
水
機
場
の
２
カ
所
は
、

年
中
休
み
な
く
稼
働
し
、
宍
道
湖
に

強
制
排
水
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
経

済
活
動
は
も
と
よ
り
、
広
く
住
民
の

安
全
・
安
心
の
確
保
に
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。
３０
年
経
過
し
て

い
る
新
三
分
市
排
水
機
場
は
、
ト
ラ

ブ
ル
続
き
で
早
急
に
抜
本
的
な
改

た
ん
す
い

修
が
必
要
で
す
が
湛
水
排
除
も
含

め
、
市
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

農
林
水
産
部
長

新
三
分
市
排
水
機

場
、
新
左
岸
排
水
機
場
、
島
村
排
水

機
場
の
３
カ
所
に
つ
い
て
は
、
統
廃

合
を
含
め
て
検
討
し
、
平
成
３０
年
か

ら
は
じ
ま
る
農
業
農
村
整
備
事
業
の

５
カ
年
計
画
の
前
半
で
湖
岸
北
地
区

と
し
て
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
早
い

段
階
で
調
査
検
討
に
入
り
、
県
営
事

業
で
採
択
を
受
け
、
事
業
化
し
て
い

く
考
え
で
す
。
ま
た
、
湛
水
を
許
容

す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
３０
㎝

ま
で
の
湛
水
を
許
容
す
る
考
え
で

あ
っ
た
の
が
、
湛
水
が
変
わ
っ
て
き

て
い
ま
す
。

宍
道
湖
西
岸
地
域
（
斐
伊
川
右
岸
）
の

湛
水
排
除
機
能
強
化
を
早
急
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し
た

市
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
を

一一般般質質問問

す

い

た

ん

板 垣 成 二

早期に抜本的な改修が必要な新三分市排水機場

（後方は、出雲縁結び空港）伊 藤 繁 満
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問

多
伎
町
の
風
力
発
電
所
キ
ラ

ラ
ト
ゥ
ー
リ
マ
キ
に
つ
い
て
、
平
成

１５
年
度
か
ら
２８
年
度
ま
で
の
売
電
の

合
計
と
費
用
は
い
く
ら
で
す
か
。
ま

た
風
車
の
寿
命
が
約
２０
年
と
聞
い
て

い
ま
す
が
、
今
後
の
計
画
は
あ
る
の

か
伺
い
ま
す
。

経
済
環
境
部
長

１４
年
間
の
中
国
電

力
株
式
会
社
へ
の
売
電
収
入
額
は
、

約
３
億
８
０
０
０
万

円

で

す
。
一

方
、
風
車
の
維
持
管
理
は
、
総
額
約

４
億
８
４
０
万
円
に
な
り
ま
す
。
次

に
今
後
の
計
画
で
す
が
、
現
在
、
建

設
か
ら
１５
年
が
経
過
し
て
お
り
、
設

備
の
老
朽
化
や
落
雷
に
よ
る
損
傷
な

ど
に
よ
り
発
電
で
き
な
い
こ
と
が
頻

繁
に
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴

い
、
売
電
量
も
建
設
当
時
の
２
分
の

１
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
建
設

時
に
借
り
入
れ
を
し
た
市
債
は
、
今

年
度
で
完
済
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
中
国
電
力
株
式
会
社
と
の

２０
年
間
の
電
力
需
要
契
約
が
平
成
３５

年
５
月
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今

後
の
風
力
発
電
事
業
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ら
の
状
況
、
発
電
量
や
修
繕
管

理
費
の
動
向
な
ど
を
見
き
わ
め
な
が

ら
検
討
し
ま
す
。

問

７
月
、
国
民
健
康
保
険
料
の

通
知
書
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
高
い

保
険
料
の
支
払
い
で
市
民
の
暮
ら
し

は
大
変
に
な
っ
て
い
ま
す
。
保
険
料

が
払
え
ず
短
期
保
険
証
（
半
年
間
の

保
険
証
）
が
約
４
０
０
世
帯
発
行
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
来
年
か
ら
国
民

健
康
保
険
の
運
営
が
県
に
移
り
ま
す

が
、
さ
ら
に
保
険
料
が
増
え
る
の
で

は
と
い
う
不
安
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
一
般
会
計
か
ら
国
民
健
康
保
険

会
計
へ
の
繰
り
入
れ
も
行
い
、
高
す

ぎ
る
保
険
料
を
１
世
帯
１
万
円
引
き

下
げ
る
こ
と
を
求
め
ま
す
が
、
市
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

健
康
福
祉
部
長

国
民
健
康
保
険
の

都
道
府
県
化
後
、
保
険
料
が
大
幅
に

引
き
上
が
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
場

合
は
、
市
が
保
有
し
て
い
る
基
金
を

使
っ
て
保
険
料
調
整
を
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
現
状
の
保
険
料
に
つ

い
て
は
、
か
な
り
高
い
も
の
に
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
国
保
財
政

に
つ
い
て
は
、
全
国
的
に
厳
し
い
状

況
が
あ
る
た
め
、
引
き
続
き
国
の
負

担
割
合
増
を
要
望
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

多
伎
の
風
車
の
収
支
と
未
来
は

市
民
の
命
と
健
康
を
守
る
た
め
に
高
す
ぎ
る

国
民
健
康
保
険
料
を
引
き
下
げ
よ

本 田 一 勇

国民健康保険・高齢者医療だより第１９号

老朽化が進んでいる多伎町の風車

一一般般質質問問

後 藤 由 美
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問

ご
家
族
が
亡
く
な
ら
れ
た
後

の
各
種
手
続
き
は
、
関
係
す
る
窓
口

も
多
く
、
高
齢
の
方
の
場
合
は
特
に

大
き
な
負
担
に
な
っ
て
い
ま
す
。
大

田
市
で
は
、
手
続
き
が
必
要
な
課
の

職
員
が
市
民
課
の
窓
口
に
来
て
対
応

し
、
１
カ
所
で
用
が
足
せ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
出
雲
市
で
も
、
取

り
組
む
考
え
は
な
い
か
伺
い
ま
す
。

健
康
福
祉
部
長

本
市
の
死
亡
届
は

平
成
２８
年
度
で
２
４
１
４
件
あ
り
ま

し
た
。
障
が
い
が
あ
る
な
ど
で
各
課

を
回
る
こ
と
が
困
難
な
方
に
対
し
て

は
、
市
民
課
の
カ
ウ
ン
タ
ー
な
ど

に
、
各
課
の
職
員
が
出
向
い
て
の
対

応
も
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
す
べ

て
１
カ
所
で
手
続
き
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
に
は
、
職
員
体
制
の
確

保
、
業
務
処
理
を
行
う
シ
ス
テ
ム
の

改
修
、
端
末
設
置
を
含
め
た
場
所
の

確
保
な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、

市
民
の
利
便
性
の
向
上
や
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
は
行
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
高

齢
者
対
応
と
し
て
の
実
施
や
予
約
制

の
提
案
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、そ
れ
ら

も
含
め
て
今
後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問

経
済
産
業
省
は
原
発
か
ら
出

る
核
の
ご
み
最
終
処
分
が
で
き
る
可

能
性
の
あ
る
地
域
と
し
て
、
出
雲
市

も
最
適
と
さ
れ
た
地
域
と
し
ま
し
た
。

早
く
も
今
年
の
秋
か
ら
選
定
を
本
格

化
し
ま
す
。
出
雲
市
は
早
い
段
階
か

ら
否
定
的
な
考
え
を
示
す
べ
き
と
考

え
ま
す
が
ど
う
で
す
か
。

総
務
部
長

い
く
つ
か
の
自
治
体
で

見
解
が
表
明
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
本

市
は
全
く
の
白
紙
で
す
。

問

白
紙
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、

詳
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

総
務
部
長

今
は
、
ま
だ
真
っ
さ
ら

な
状
態
と
い
う
こ
と
で
す
。

問

市
民
に
安
心
感
を
与
え
る
意

味
合
い
に
お
き
ま
し
て
、
現
在
時
点

で
受
け
入
れ
で
き
な
い
と
い
う
意
思

表
示
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
出
雲
市
民
の
安
心
安
全
を
預

か
る
市
長
と
し
て
、
市
民
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

市
長

先
般
公
表
さ
れ
た
科
学
的
特

性
マ
ッ
プ（
地
図
）
の
み
で
は
判
断
で

き
ま
せ
ん
。
把
握
し
て
い
る
情
報
に

基
づ
く
意
思
表
示
は
、
こ
の
時
点

で
、
で
き
る
状
況
で
は
な
い
と
い
う

考
え
で
す
。

出
雲
市
は
核
の
ご
み
最
終
処
分
場
最
適
地
に

ど
う
対
応
し
ま
す
か

総
合
窓
口
化
な
ど
に
よ
り

各
種
手
続
き
の
負
担
軽
減
を

一一般般質質問問

児 玉 俊 雄

核のごみはどこへいくのか

多くの方が手続きに訪れる市民課窓口

保 科 孝 充
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問

西
代
橋
の
耐
震
補
強
工
事

は
、
当
初
、
平
成
２９
年
１
月
か
ら
の

予
定
が
１
年
延
期
さ
れ
、
完
成
ま
で

２
年
余
り
に
お
よ
ぶ
期
間
を
要
し
、そ

の
大
半
が
全
面
通
行
止
め
と
な
る
計

画
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
橋
の
道

路
事
情
は
、
以
前
か
ら
道
路
の
幅
員

が
狭
く
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
で
は

な
く
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
で
あ
る

た
め
、
強
風
や
降
雪
時
に
は
、
オ
ー

ト
バ
イ
な
ど
の
通
行
は
危
険
と
恐
怖

を
抱
く
運
転
者
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
今
回
の
工
事
の
延
期
に
伴
う

長
期
通
行
止
め
の
対
策
は
、
利
用

者
不
安
の
解
消
に
つ
な
が
る
と
考
え

ま
す
。

そ
こ
で
、
市
民
へ
の
周
知
や
隣
接

す
る
歩
道
橋
の
オ
ー
ト
バ
イ
通
行
な

ど
、
そ
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

都
市
建
設
部
長

市
民
へ
の
周
知

は
、
今
年
の
５
月
か
ら
７
月
初
旬
に

か
け
て
、
平
田
・
斐
川
地
域
の
自

治
協
会
長
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、
土
木
委
員
の
方
々
に
対
し
、

そ
れ
ぞ
れ
説
明
会
を
開
催
し
て
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
歩
道
橋

の
有
効
活
用
は
、
歩
道
橋
の
オ
ー
ト

バ
イ
通
行
な
ど
、
他
の
活
用
は
難
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

平
成
２６
年
に
お
お
む
ね
１０
年

間
の
行
財
政
改
革
の
指
針
と
し
て
、

出
雲
市
行
財
政
改
革
大
綱
が
制
定
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
中
の
重
点
項
目
と

し
て
「
市
の
保
有
す
る
資
産
の
処
分

お
よ
び
利
活
用
」
と
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
市
の
保
有
資
産
（
土
地
）
の
現

状
に
つ
い
て
、
①
市
が
保
有
し
て
い

る
土
地
の
箇
所
数
と
総
面
積
お
よ
び

現
在
売
り
に
出
さ
れ
て
い
る
箇
所
数

と
総
面
積
②
現
在
ま
で
に
売
却
で
き

て
い
な
い
土
地
の
今
後
の
対
応
を
伺

い
ま
す
。

財
政
部
長

①
現
在
使
用
さ
れ
て
い

な
い
土
地
は
５
５
１
カ
所
、
面
積
は

２２
万
㎡
で
す
。
ま
た
現
在
公
募
中
の

土
地
は
５
カ
所
、
面
積
は
３
８
０
０

㎡
で
す
。
②
残
る
土
地
に
つ
き
ま
し

て
は
、
不
整
形
な
も
の
や
無
道
路

地
、
事
業
の
残
置
な
ど
の
狭
い
土
地

と
い
っ
た
な
か
な
か
売
却
す
る
こ
と

が
難
し
い
土
地
が
多
く
あ
り
ま
す

が
、
順
次
課
題
を
整
理
し
売
却
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

西
代
橋
の
耐
震
補
強
工
事
に
伴
う
長
期

通
行
止
は
知
恵
を
出
し
て
対
応
す
べ
き

市
の
保
有
す
る
遊
休
資
産
（
土
地
）
の

現
状
に
つ
い
て
伺
う

神 門 至

市保有の売却予定地（浜町）

一一般般質質問問

西代橋の工事に伴う通行止のチラシ

寺 本 淳 一
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問

出
雲
市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
は
、
総
合
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
と
社
会
福
祉
協
議
会
の
二
つ
の

推
進
組
織
に
よ
り
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
登
録
者
数
を
伺

い
ま
す
。

市
民
文
化
部
長

総
合
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
の
登
録
状
況
は
、
団
体

が
２
６
０
、
個
人
が
３
６
１
人
、
社
会

福
祉
協
議
会
の
登
録
状
況
は
、
団
体

が
１
６
６
、
個
人
が
１
４
６
人
で
す
。

問

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
や
多
文
化
共
生
、
地
域
包
括
ケ
ア

の
深
化
に
向
け
て
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
協
力
が
ま
す
ま
す
大
切
に

な
っ
て
き
ま
す
が
、
今
後
の
連
携
や

支
援
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

市
民
文
化
部
長

地
域
の
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
が
必

要
で
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で

す
。
引
き
続
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
意

欲
、
関
心
を
高
め
、
そ
の
活
動
を
支

援
し
て
行
き
ま
す
。

問

市
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

市
長

支
え
合
う
と
い
う
基
本
的
な

部
分
が
こ
の
地
域
の
大
き
な
魅
力
の

一
つ
で
す
。
多
く
の
皆
さ
ま
の
取
り

組
み
に
あ
ら
た
め
て
心
か
ら
感
謝
申

し
あ
げ
ま
す
。

問

平
成
２９
年
度
以
降
の
出
雲
市

農
業
振
興
策
見
直
し
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

市
長

今
後
、
新
た
な
農
業
支
援

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
や
現
在
の
補
助
事

業
の
予
算
規
模
、
支
援
内
容
の
違
い

か
ら
生
ま
れ
る
採
択
要
件
や
補
助
対

象
、
補
助
金
の
上
限
な
ど
を
統
一
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

出
雲
市
独
自
の
支
援
策
で
あ
る
農

業
３
Ｆ
事
業
お
よ
び
、
ひ
か
わ
元
気

農
業
支
援
事
業
の
対
策
期
間
が
終
了

し
、
新
た
な
米
政
策
が
ス
タ
ー
ト
す

る
こ
と
か
ら
見
直
し
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

問

出
雲
市
の
農
福
連
携
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

市
長

現
在
、
福
祉
事
業
所
な
ど
を

通
じ
て
国
・
県
に
よ
る
支
援
策
が
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
年
５

月
に
設
立
さ
れ
た
「
出
雲
圏
域
農
福

連
携
推
進
事
業
協
議
会
」
が
中
心
と

な
り
、
農
家
と
福
祉
事
業
所
の
受
委

託
を
推
進
し
、
障
が
い
者
の
収
入
向

上
、
職
業
能
力
の
開
発
な
ど
を
行
い

ま
す
。

平
成
２９
年
度
以
降
の
出
雲
市
農
業
政
策

と
農
福
連
携
に
つ
い
て
伺
う

出
雲
市
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

推
進
に
つ
い
て
伺
う

一一般般質質問問

大 場 利 信
出雲体育館前にあるボランティア推進

都市宣言発祥の地のモニュメント

多々納 剛 人
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問

夕
日
鑑
賞
バ
ス
を
運
行
さ
れ

る
目
的
、
ま
た
、
夕
日
鑑
賞
バ
ス
運

行
に
か
か
る
出
雲
市
の
事
業
予
算
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

経
済
環
境
部
長

夕
日
鑑
賞
バ
ス
を

運
行
す
る
目
的
は
、
日
本
遺
産
認
定

を
受
け
ま
し
た
「
日
が
沈
む
聖
地
出

雲
〜
神
が
創
り
出
し
た
地
の
夕
日
を

巡
る
〜
」、
こ
れ
を
し
っ
か
り
Ｐ
Ｒ
を

し
て
い
く
こ
と
で
す
。
ま
た
、
観
光

客
に
つ
い
て
は
、
２
次
交
通
手
段
と

利
便
性
向
上
に
も
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
夕

日
鑑
賞
バ
ス
に
乗
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
で
滞
在
時
間
を
延
ば
し
、
市
内
で

の
宿
泊
客
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
も
期

待
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

夕
日
鑑
賞
バ
ス
運
行
に
か
か
る
出

雲
市
の
事
業
予
算
は
、
日
本
遺
産
認

定
事
業
と
し
て
７
０
０
万
円
、
こ
の

う
ち
バ
ス
運
行
委
託
費
は
４
５
０
万

円
で
す
。
こ
の
よ
う
な
事
業
を
通
じ

て
、
新
し
い
観
光
資
源
と
し
て
引
き

続
き
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

問

市
内
の
図
書
館
の
利
用
状
況

を
伺
い
ま
す
。

市
民
文
化
部
長

平
成
２８
年
度
は
、

前
年
よ
り
貸
出
冊
数
は
４
万
９
千
冊

減
、
利
用
者
数
は
１
万
人
減
で
す
。

問

利
用
者
を
増
や
す
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

市
民
文
化
部
長

市
内
に
７
館
あ
り

ま
す
が
、
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
蔵
書
や

利
用
者
デ
ー
タ
の
一
元
管
理
を
図
っ

て
お
り
、
ど
の
図
書
館
で
も
、
貸
出
・

返
却
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
予
約
も
で
き
ま
す
。

問

多
文
化
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

市
民
文
化
部
長

対
応
が
十
分
で
な

い
と
い
う
現
状
が
あ
り
ま
す
。
今
後

対
応
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

問

調
べ
物
、
探
し
物
の
手
伝
い

を
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

市
民
文
化
部
長

図
書
館
で
も
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
周
知
が
行
き
届
い

て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
、
広
報
な

ど
を
通
じ
て
、
Ｐ
Ｒ
、
周
知
に
努
め

ま
す
。

問

中
央
図
書
館
の
ト
イ
レ
の
洋

式
化
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

市
民
文
化
部
長

次
の
改
修
に
あ
わ

せ
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

出
雲
日
御
碕
夕
日
鑑
賞
バ
ス
の

運
営
状
況
に
つ
い
て
伺
う

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

山 内 英 司

出雲中央図書館内のようす

日御碕に到着した夕日鑑賞バス

一一般般質質問問

板 倉 一 郎
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問

グ
リ
ー
ン
ス
テ
ッ
プ
Ｃ
谷

は
、
駅
や
空
港
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
か
ら
ア
ク
セ
ス
も
良
く
、
全
体
で

９
・
６
ha
ほ
ど
の
広
さ
が
あ
り
、
今

後
、
利
活
用
が
期
待
さ
れ
る
重
要
な

土
地
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
土
地

は
、
島
根
県
の
土
地
で
は
あ
り
ま
す

が
、
県
と
市
が
協
力
し
て
積
極
的
に

活
用
す
る
こ
と
は
雇
用
促
進
や
定
住

化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
し
て

有
効
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
市
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

都
市
建
設
部
長

グ
リ
ー
ン
ス
テ
ッ

プ
Ｃ
谷
は
、
早
け
れ
ば
平
成
３４
年
度

か
ら
利
活
用
が
可
能
に
な
り
、
市
と

し
て
も
具
体
の
検
討
に
着
手
す
る
時

期
に
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
県
に
対
し
具
体
的
な
検
討

に
着
手
さ
れ
る
よ
う
さ
ら
な
る
お
願

い
を
し
て
い
く
と
と
も
に
、
議
員
か

ら
も
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
市
も
県

と
一
緒
に
な
っ
て
、
そ
の
活
用
策
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

問

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
は
、
知
的
・

聴
覚
・
内
部
障
が
い
な
ど
支
援
を
必

要
と
す
る
方
が
持
つ
こ
と
に
よ
り
、

周
囲
の
人
に
配
慮
が
必
要
な
こ
と
を

知
ら
せ
る
こ
と
で
支
援
を
得
や
す
く

な
り
ま
す
。
島
根
県
議
会
で
は
、
ヘ

ル
プ
マ
ー
ク
の
普
及
に
つ
い
て
議
員

か
ら
質
問
が
あ
り
、
前
向
き
な
答
弁

が
さ
れ
て
い
ま
す
。
出
雲
市
で
も
、

前
向
き
に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を
強

く
願
い
ま
す
。

健
康
福
祉
部
長

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
は
、

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
が
表
示
さ
れ
所
持
者

本
人
の
支
援
に
必
要
な
情
報
が
記
載

さ
れ
た
カ
ー
ド
で
す
。
困
っ
た
と
き

に
提
示
し
て
必
要
な
支
援
や
配
慮
を

周
囲
に
求
め
る
た
め
の
携
帯
用
の

カ
ー
ド
で
す
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
向
け
て
、
外
国
人
の
方
に

も
分
か
り
や
す
い
統
一
マ
ー
ク
と
し

て
の
普
及
が
図
ら
れ
ま
す
。
県
で

は
、
障
が
い
者
団
体
と
の
意
見
交
換

を
行
う
な
ど
、
具
体
的
な
検
討
が
行

わ
れ
、
前
向
き
に
動
か
れ
て
い
ま

す
。
県
と
情
報
交
換
し
な
が
ら
、
導

入
に
向
け
て
前
向
き
に
検
討
し
ま
す
。

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
早
期
導
入
を
願
う

グ
リ
ー
ン
ス
テ
ッ
プ
Ｃ
谷
の
利
活
用
を

一一般般質質問問

宮 本 享

東京都のヘルプカード

利活用が期待されるグリーンステップＣ谷

勝 部 順 子
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新
築
住
宅
に
対
す
る
固
定
資
産
税
課
税
免
除
を
１
年
延
長

総
務
委
員
会

総
務
委
員
会
に
審
査
の
付
託
を
受

け
た
案
件
は
、
条
例
案
件
１
件
、
一

般
案
件
３
件
で
し
た
。

「
出
雲
市
新
築
住
宅
に
対
す
る
固
定

資
産
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
は
、
適

用
対
象
を
平
成
３１
年
１
月
１
日
の
新

築
分
ま
で
１
年
延
長
す
る
た
め
、
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。
一
般

案
件
は
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
普
通
積

載
車
５
台
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
軽
積

載
車
８
台
を
購
入
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
ま
た
、
県
営
農
地
整
備
事
業
出

雲
西
地
区
の
施
行
に
伴
い
、
町
界
お

よ
び
字
界
を
変
更
す
る
こ
と
、
な
ら

び
に
字
の
区
域
を
廃
止
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も

の
で
す
。
審
査
の
結
果
、
い
ず
れ
の

案
件
も
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

ま
し
た
。

出
雲
市
立
第
二
中
学
校
屋
外
部
活
動
の
環
境
整
備
に
関
す
る

請
願
を
採
択

文
教
厚
生
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会
に
審
査
の
付
託

を
受
け
た
案
件
は
条
例
案
件
４
件
と

一
般
案
件
８
件
、
請
願
３
件
、
陳
情

３
件
で
し
た
。

条
例
関
係
で
は
、
議
第
２５
号
「
出

雲
市
手
話
の
普
及
の
推
進
に
関
す
る

条
例
」
な
ど
す
べ
て
の
案
件
を
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

次
に
一
般
案
件
で
は
、
議
第
３６
号

「
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
出
雲
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
耐
震
改

修
工
事
）」
な
ど
す
べ
て
の
案
件
を
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

請
願
第
５
号
「
出
雲
市
立
第
二

中
学
校
屋
外
部
活
動
の
環
境
整
備

に
関
す
る
請
願
」
は
、
野
球
、
サ
ッ

カ
ー
、
陸
上
競
技
が
同
じ
場
所
で
入

り
交
じ
り
、
重
な
る
状
況
で
練
習
を

行
っ
て
お
り
、
危
険
な
環
境
を
改
善

す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
す
。

委
員
全
員
で
現
地
視
察
を
行
い
、

請
願
者
か
ら
説
明
を
受
け
、
審
査
し

た
結
果
、
現
在
の
敷
地
を
拡
充
す
る

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
生
徒
た
ち

が
安
全
に
部
活
動
を
す
る
た
め
に
、

市
に
お
い
て
他
の
公
共
施
設
を
利
用

で
き
る
よ
う
に
市
が
取
り
組
ま
れ
る

こ
と
を
望
み
、
採
択
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。

常常

任任

委委

員員

会会

報報

告告

購入する小型動力ポンプ普通積載車

請願者から説明を受ける委員

委委員員会会報報告告
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陳
情
第
４
号
「
出
雲
市
農
業
振
興
施
策
確
立
に
関
す
る
陳

情
」
を
採
択

環
境
経
済
委
員
会

環
境
経
済
委
員
会
に
審
査
の
付
託

を
受
け
た
案
件
は
、
条
例
案
件
２
件

一
般
案
件
４
件
、
陳
情
１
件
で
し

た
。
審
査
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り

可
決
お
よ
び
採
択
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
ま
し
た
。
特
に
陳
情
４
号
に
つ

い
て
は
、
要
望
事
項
と
し
て
、
①
主

要
農
作
物
種
子
法
を
廃
止
す
る
法
律

に
対
す
る
参
議
院
農
林
水
産
委
員
会

に
お
け
る
付
帯
決
議
の
遵
守
・
予
算

措
置
へ
の
配
慮
、
米
の
直
接
支
払
交

付
金
制
度
の
廃
止
後
に
生
じ
る
財
源

使
途
の
明
確
化
お
よ
び
農
業
者
へ
の

還
元
で
き
る
施
策
の
実
施
な
ど
②
農

業
３
Ｆ
事
業
の
継
続
と
予
算
増
額
、

地
域
と
も
補
償
の
継
続
実
施
、
集
出

荷
貯
蔵
施
設
建
設
へ
の
財
政
支
援
、

農
業
生
産
環
境
の
整
備
と
保
全
対
策

と
し
て
、
農
業
用
排
水
路
な
ど
の
補

修
・
改
修
の
実
施
お
よ
び
予
算
の
増

額
な
ど
③
中
山
間
地
域
に
お
け
る
除

草
や
小
規
模
圃
場
の
整
備
な
ど
の
環

境
保
全
支
援
、有
害
鳥
獣
対
策
と
し
て

防
護
柵
な
ど
に
対
す
る
補
助
の
継
続

お
よ
び
補
助
範
囲
の
拡
大
な
ど
を
求

め
る
も
の
で
す
。

こ
れ
に
対
し
一
部
の
委
員
か
ら
、

「
農
業
３
Ｆ
事
業
」
に
つ
い
て
は
、

斐
川
地
域
を
対
象
と
し
て
い
る
「
ひ

か
わ
元
気
農
業
支
援
事
業
」
と
の
格

差
を
是
正
し
、
出
雲
市
全
体
と
し
て

の
統
一
的
な
農
業
振
興
策
を
講
じ
る

べ
き
、
ま
た
集
出
荷
貯
蔵
施
設
建
設

に
あ
た
っ
て
の
財
政
支
援
に
つ
い
て

は
、
補
助
基
準
が
存
在
し
な
い
状
況

で
あ
る
こ
と
か
ら
、事
前
に
補
助
基
準

の
整
備
を
し
た
う
え
で
、
財
政
支
援

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
趣

旨
採
択
に
す
べ
き
と
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

出
雲
市
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
の
骨
子
に
つ
い
て
な
ど
５
件
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
る

建
設
水
道
委
員
会

建
設
水
道
委
員
会
に
審
査
の
付
託

を
受
け
た
案
件
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

報
告
事
項
と
し
て
、
は
じ
め
に
上

下
水
道
局
よ
り
平
成
３０
年
か
ら
平
成

３９
年
ま
で
１０
年
間
の
「
出
雲
市
水
道

事
業
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
骨
子
」
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

給
水
人
口
や
給
水
量
の
減
少
に
伴
う

料
金
収
入
の
減
少
、
水
道
施
設
の
老

朽
化
に
伴
う
更
新
需
要
の
増
大
、
水

道
施
設
の
耐
震
化
お
よ
び
平
成
２９
年

度
に
完
了
し
た
上
下
水
道
事
業
へ
の

簡
易
水
道
事
業
の
統
合
な
ど
を
踏
ま

え
た
対
応
が
必
要
に
な
っ
た
こ
と
な

ど
か
ら
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
向
け
て

取
り
組
む
も
の
で
す
。
ま
た
、
適
正

な
水
道
料
金
の
あ
り
方
や
改
定
の
時

期
な
ど
に
つ
い
て
審
議
す
る
「
出
雲

市
水
道
料
金
等
審
議
会
の
設
置
」
に

つ
い
て
、
平
成
２９
年
度
内
に
設
置
す

る
こ
と
や
「
出
雲
市
下
水
道
事
業
の

公
営
企
業
化
」
に
つ
い
て
、
方
針
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

次
に
、
都
市
建
設
部
よ
り
平
成
２８

年
度
に
邑
南
町
地
内
の
県
道
に
て
落

石
事
故
が
発
生
し
た
こ
と
に
よ
り
実

の
り
め
ん

施
し
た
「
市
道
法
面
点
検
の
結
果
と

今
後
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
や

「
出
雲
市
土
地
区
画
整
理
事
業
助
成

規
程
の
見
直
し
」
に
つ
い
て
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

委委員員会会報報告告

法面点検作業のようす

クマ被害に対処する電気牧柵

と捕獲檻
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予算特別委員会の流れ

予算特別委員会の全体会（３２人）

（予算全体に対する総括質疑）

総務分科会 文教厚生分科会 環境経済分科会 建設水道分科会
（８人） （８人） （８人） （８人）

（各分科会で各所管部局の予算を分担して審査）�
予算特別委員会の全体会（３２人）

（各分科会長報告・質疑）�
採　決

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
回
）
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

予
算
特
別
委
員
会

本
定
例
会
に
お
い
て
審
査
の
付
託

を
受
け
た
案
件
は
、
議
第
１７
号
「
平

成
２９
年
度
（
２
０
１
７
）
出
雲
市
一
般

会
計
第
３
回
補
正
予
算
」
お
よ
び
議

第
１８
号
「
平
成
２９
年
度
（
２
０
１
７
）

出
雲
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
第

１
回
補
正
予
算
」
の
２
件
で
す
。

付
託
議
案
に
つ
い
て
は
、
詳
細
な

審
査
を
行
う
た
め
、
本
定
例
会
か
ら

４
分
科
会
を
設
置
し
、
分
担
し
て
審

査
を
行
う
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

８
日
に
総
務
、
１１
日
に
文
教
厚

生
、
１２
日
に
環
境
経
済
、
１３
日
に
建

設
水
道
の
各
分
科
会
を
開
催
し
、
そ

れ
ぞ
れ
詳
細
な
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
１９
日
に
再
び
委
員
会
を

開
催
し
、
各
分
科
会
長
か
ら
報
告
を

受
け
、
慎
重
に
審
査
を
行
っ
た
結

果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

議
第
１７
号「
平
成
２９
年
度（
２
０
１
７
）

出
雲
市
一
般
会
計
第
３
回
補
正

予
算
」
は
、
歳
入
歳
出
予
算
の
補
正

と
し
て
７
億
４
９
０
０
万
円
を
追

加
し
、
予
算
の
総
額
を
７
９
１
億

７
９
０
０
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
、
総
務

費
は
、
平
成
２８
年
度
決
算
に
伴
う
剰

余
金
の
一
部
の
減
債
基
金
へ
の
積
み

立
て
６
億
５
千
万
円
が
計
上
さ
れ
て

い
ま
す
。

農
林
水
産
業
費
は
、
地
域
の
団
体

い
い

は
ら

に
よ
る
飯
の
原
農
村
公
園
内
へ
の
田

舎
レ
ス
ト
ラ
ン
建
設
に
対
す
る
補
助

金
１
１
７
０
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い

ま
す
。

商
工
費
は
、
道
の
駅
ご
縁
広
場
の

新
た
な
活
用
に
向
け
吉
兆
館
の
雨
漏

り
対
策
工
事
費
な
ど
２
７
０
０
万
円

が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

教
育
費
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
目

的
と
し
た
寄
附
に
伴
う
基
金
へ
の
積

み
立
て
１
０
０
０
万
円
、
お
よ
び
新

体
育
館
建
設
候
補
地
選
定
の
た
め
の

比
較
検
討
資
料
収
集
経
費
２
０
０
万

円
な
ど
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

議
第
１８
号「
平
成
２９
年
度（
２
０
１
７
）

出
雲
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
第

１
回
補
正
予
算
」
は
、
平
成
２８
年
度

決
算
剰
余
金
の
基
金
積
立
、
お
よ
び

平
成
２８
年
度
の
国
県
支
出
金
確
定
に

伴
う
返
還
金
に
よ
り
、
歳
入
歳
出
予

算
を
そ
れ
ぞ
れ
１
億
９
７
２
０
万
円

追
加
し
、
予
算
の
総
額
を
１
８
１
億

６
３
２
０
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

執
行
部
に
対
し
、
委
員
会
で
の
意

見
で
の
指
摘
や
意
見
を
踏
ま
え
、
適

切
な
予
算
執
行
に
あ
た
ら
れ
る
よ
う

要
望
し
ま
し
た
。

予
算
特
別
委
員
会
の
委
員
構
成
を

１５
人
か
ら
３２
人（
全
議
員
）に
変
更

９
月
定
例
議
会
か
ら
、
予
算
議

案
に
つ
い
て
、
専
門
性
を
活
か
し

た
詳
細
な
審
査
を
行
え
る
よ
う
、

予
算
特
別
委
員
会
の
委
員
構
成
を

１５
人
か
ら
３２
人
（
全
議
員
）
に
変

更
し
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
常
任

委
員
会
を
単
位
と
す
る
分
科
会

（
総
務
分
科
会
、
文
教
厚
生
分
科

会
、
環
境
経
済
分
科
会
、
建
設
水

道
分
科
会
）
を
設
置
し
、
各
所
管

の
予
算
特
別
委
員
会
に
つ
い
て
分

担
し
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

予算特別委員会の審査のようす

委委員員会会報報告告
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地
域
経
済
の
活
性
化
に
配
慮
し
た
行
財
政
運
営
を

決
算
特
別
委
員
会

９
月
定
例
会
に
お
い
て
、
審
査
の

付
託
を
受
け
た
案
件
は
、「
平
成
２８
年

度
出
雲
市
一
般
会
計
歳
出
歳
入
決
算

認
定
」
、
「
平
成
２８
年
度
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定
」
お
よ
び
「
平
成

２８
年
度
出
雲
市
水
道
事
業
会
計
未
処

分
利
益
剰
余
金
の
処
分
」
な
ど
１９
件

で
し
た
。
審
査
の
結
果
、一
部
の
委
員

か
ら
不
認
定
に
す
べ
き
と
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
の
案
件
も

認
定
ま
た
は
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ
せ

た
決
算
総
額
は
、
歳
入
が
１
３
１
７

億
１
千
万
円
、
歳
出
が
１
２
９
４
億

円
、
収
支
差
引
額
は
２３
億
１
千
万
円

で
、
こ
れ
か
ら
翌
年
度
へ
繰
り
越
す

財
源
１
億
５
千
万
円
を
差
し
引
い
た

実
質
収
入
額
は
２１
億
６
千
万
円
で
し

た
。
地
方
債
残
高
、
主
要
な
財
政
指

標
は
次
の
と
お
り
で
す
。

地
方
債
残
高
１
８
４
４
億
７
千
万

円
（
前
年
度
よ
り
８３
億
２
千
万
円

減
）
の
内
訳
の
中
で
多
い
も
の
は
、

合

併

特

例

債

が
３
４
６
億
２
千

万
円
、
地
方
道
路
等
整
備
事
業
債
９６

億
９
千
万
円
、
下
水
道
事
業
特
別
会

計
４
９
１
億
９
千
万
円
、
農
業
・
漁

業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
２
１
５

億
６
千
万
円
な
ど
で
あ
り
ま
す
。
実

質
公
債
費
比
率
は
、
１７
・
２
％
、
将
来

負
担
比
率
は
１
６
７
・
２
％
と
い
ず
れ

も
前
年
度
を
下
回
り
改
善
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
財
政
構
造
の
弾

力
性
を
示
す
経
常
収
支
比
率
は
、
経

常
一
般
財
源
の
減
に
よ
り
前
年
度
か

ら
２
・
６
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
９１
・
３
％

と
な
り
ま
し
た
。
財
政
力
指
数
は
、

や
や
改
善
し
０
・
５
１
６
と
な
り
ま

し
た
。

審
査
を
通
し
て
、「
地
場
中
小
企
業

な
ど
地
域
経
済
の
活
力
が
総
体
的
に

低
下
し
つ
つ
あ
り
、
投
資
的
経
費
に

よ
り
経
済
の
テ
コ
入
れ
が
必
要
で
は

な
い
か
」「
少
子
化
対
策
、
高
齢
者
対

応
に
つ
い
て
、
扶
助
費
が
増
加
し
て

い
る
が
、
一
律
補
助
す
る
制
度
か

ら
、
収
入
や
世
帯
状
況
な
ど
に
応
じ

た
補
助
制
度
に
改
め
る
こ
と
も
必
要

で
は
な
い
か
」「
指
定
管
理
施
設
の
指

定
管
理
料
が
０
円
の
と
こ
ろ
か
ら
多

額
の
金
額
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
ま

で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
利
益
還
元
納

付
金
を
納
め
て
い
る
指
定
管
理
者
な

ど
も
あ
る
中
で
公
平
性
の
観
点
か
ら

制
度
を
見
直
す
べ
き
で
あ
る
」「
保
育

士
の
確
保
に
つ
い
て
給
与
の
実
態
把

握
な
ど
が
不
十
分
で
あ
り
、
早
急
な

対
応
を
行
い
来
年
度
の
待
機
児
童
解

消
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
」
な
ど

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
一
方
、
不
認

定
の
意
見
と
し
て
、「
国
民
健
康
保
険

料
、
介
護
保
険
料
な
ど
が
高
す
ぎ

る
」「
点
数
競
争
に
な
り
か
ね
な
い
学

力
テ
ス
ト
は
行
う
べ
き
で
は
な
い
」

「
差
額
ベ
ッ
ド
の
徴
収
に
は
反
対
で

あ
る
」「
企
業
用
地
に
つ
い
て
、
企
業

の
来
る
予
定
が
定
ま
ら
な
い
中
で
の

造
成
は
賛
成
で
き
な
い
」
な
ど
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
審
査
に
お
い
て
、
委
員
か

ら
社
会
保
障
費
の
予
算
が
年
々
増
加

し
加
え
て
、
国
、
県
か
ら
の
事
業
に

よ
り
義
務
的
経
費
が
増
加
す
る
反

面
、
投
資
的
経
費
の
抑
制
に
よ
り
地

域
経
済
の
活
力
が
低
下
し
て
い
る
こ

と
を
危
惧
す
る
意
見
が
多
く
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
予
算
に
つ
い
て
、

よ
り
一
層
、
適
切
、
適
正
、
効
率
的
な

執
行
に
努
め
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

決算特別委員会を設置しました
８月３１日の本会議において、決算関連案件を審査する

ため、１５名で構成する決算特別委員会を設置しました。

◎伊藤 繁満 ○勝部 順子 今岡 真治

玉木 満 後藤 由美 本田 一勇

大谷 良治 湯淺 啓史 渡部 勝

原 正雄 西村 亮 飯塚 俊之

板倉 一郎 多々納剛人 山代 裕始

◎委員長 ○副委員長

委委員員会会報報告告

決算特別委員会の審査のようす
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今回の市議会議員選挙において、皆さま方の力強く暖かい
御支援により市議会の議席を与えていただきました。
今後、皆さま方からアドバイスやご指導などを得ながら協
議、議論を重ね、創造力豊かな出雲市のさらなる飛躍を目指
し、微力ながら全力で議会活動に邁進する覚悟であります。
故に今後、叱咤激励いただきます様宜しくお願い申しあげ
ます。

今までと同様、これからの４年間も、出雲市政は、益々進
む少子化高齢化、求められる行政の効率化、若者の雇用の場
の確保と定住人口の増加などの各種課題の解決が求められま
す。東京２３区とほぼ等しい広域的な出雲市にあって、「住み
よい出雲市」であるためには、市全体と個々の地域が創造的
に発展しなければならないと考えます。私自身３期目となり
ましたが、各種課題の解決には、地域の皆さんの声を主眼
に、創造的に考えていきます。

多くの皆さまのご支援により３期目の当選を果たしまし

た。各種の選挙が行われる毎に投票率の低下が見受けられま

す。何が原因なのかを適切に分析しなければなりません。あ

らためて初心にかえり市民目線に立ち住民福祉の向上、市政

発展に向けて精一杯頑張りますので宜しくお願いします。

「信頼と行動力」・・私が常々心がけている言葉です。そし
て「政治は弱い立場の人にこそある」の言葉を信条として議
会の活動をしています。小中学生の医療費の助成・無料化の
推進、高齢者の外出支援の充実などを通して、市民の皆さん
の身近な暮らしに貢献します。若い皆さんにとって「これか
らも住み続けたい出雲市」になるよう、積極的な企業支援・
農業・経済・道路政策の実現に向けて、全力をあげて取り組
みます。

◇掲載項目◇ 議席番号、氏名（ふりがな）、住所、期数、会派名、抱負

出出雲雲市市議議会会はは、、新新たたなな構構成成メメンンババーーととななりりままししたた。。
前前号号とと今今号号ににわわけけてて議議員員紹紹介介をを掲掲載載ししてていいまますす。。

!

西村 亮
（にしむら まこと）

出雲市地合町 ２期

（旧平田市議２期）

平成クラブ

#

伊藤繁満
（いとう しげみつ）

出雲市斐川町坂田 ３期

真誠クラブ

"

大場利信
（おおば としのぶ）

出雲市斐川町中洲 ３期

（旧斐川町議１期）

政雲クラブ

$

保科孝充
（ほしな たかみつ）

出雲市斐川町求院 ３期

（旧斐川町議１期）

平成クラブ
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今出雲市ではスポーツ・芸術・文化などさまざまな分野で
若者たちの躍動感あふれる活躍が私たちに希望や勇気を与え
ています。
そんな確かな人材の育ちに未来への明るい展望を感じてい
ます。
この躍動感がさまざまな分野に広がり、誰もが生き生きと
笑顔で暮らせる明るい豊かな出雲市の実現を目指してさらに
尽力していく所存であります。市民の皆さまのご指導とご鞭
撻をお願い申しあげます。

しあわせ実感！出雲の圀づくり。
一緒に元気なまちをつくりましょう。
◎なくす行革より活かす行革を！
◎小さな農業に光をあてよう！
◎支え合い、地域で安全・安心な暮らし！
◎子育て支援は未来志向のバロメーター！
◎周辺の人口も増える定住対策を！
◎お年寄りや障がい者にやさしい地域を！
◎出雲市を日本一の田舎にしよう！

合併に伴い、経済・教育・文化・環境・スポーツなど、そ
れぞれ同様の風土を共有している広範囲の出雲市がスタート
を切っております。
市議会議員として、それぞれの地域特性が輝くよう、現出
雲市全体の状況を把握し、市民の皆さまからのご意見を聞き
ながら、行財政改革を進捗させつつも、議会改革も行い、真
に必要な政策を強力に推し進めて行けるよう、謙虚に学び、
真摯に受け止め、最善の選択をしていかなくてはなりませ
ん。これからも、過去に学び、現在に感謝し、未来に「夢」
を描ける出雲市の発展に努めます。

板倉一郎でございます。市民の皆さまとともに、ふるさと
出雲の街づくりを目指し、次の４つの政策を中心に取り組み
をおこなってまいります。１．子育て環境および教育環境の
整備。２．高齢者の皆さんが明るく健やかに生活できる街づ
くり。３．産業振興により、雇用を守り・雇用を創る。４．み
なさんの要望、意見を行政へ伝え政策として実現させていく。
市民の皆さまには、引き続きよろしくお願いいたします。

合併後、４期目の議席をいただく事となりました。
これまで市議会は、執行部と共に行財政改革を断行してま
いりましたが、今後も人口減少によってもたらされる影響な
ど、依然として課題は多く、議会の役割は重要です。これか
らも市民の皆様に信頼される議会活動を誠心誠意努めてまい
りたいと思います。

現在、出雲市は、行財政改革の真っただ中にあります。特
に、昨年まで改革集中期間において、歳出の抑制および財源
確保に取り組み、実質公債費比率が、国および県から市債発
行制限を受けない数値まで改善しました。活力ある出雲市に
するために、産業振興を図り、雇用の場の確保、就学や就職
で出雲を離れた人たちが帰ってきたくなる安全、安心のまち
づくりに取り組んでまいります。

議議員員自自己己紹紹介介

!

飯塚俊之
（いいつか としゆき）

出雲市平田町 ３期

真誠クラブ

"

板垣成二
（いたがき せいじ）

出雲市佐田町須佐 ３期

真誠クラブ

#

萬代輝正
（ばんだい てるまさ）

出雲市矢野町 ４期

（旧出雲市議１期）

真誠クラブ

$

板倉一郎
（いたくら いちろう）

出雲市天神町 ４期

（旧出雲市議１期）

会派に属さない

%

多々納剛人
（たたの つよと）

出雲市武志町 ４期

（旧出雲市議１期）

真誠クラブ

&

川上幸博
（かわかみ ゆきひろ）

出雲市荒茅町 ４期

（旧出雲市議１期）

真誠クラブ
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現出雲市が誕生してから１２年が過ぎました。今後出雲市
が、力強く前進していくためには、市民の皆さまのコンセン
サスを得ながら、的確な政策を推進させて行くことが必要で
す。安易な方向に迎合するのではなく、今の出雲市の状況を
分析し、あるべき方向を定め、市民の理解を得る努力をして
いくことも、議員の責務だと考えています。扶助費の増大を
抑え、投資的経費を確保し、未来への投資を続けるべきだと
考えます。

お年寄りは地域の財産です。子どもは地域の宝、私たちの
未来です。そして、それを支える私たちの世代、この３つの
世代が互いに思いやり家族や仲間を抱きとめあう。町をそん
な環境に育てていきませんか。きっと、夢や希望が持てるや
さしい未来になっていくと思います。
もっと守る！もっと育てる！もっと働ける！もっといきい
き暮らせる！もっと目に見える市政を！ みなさんのもっ
と！の想いが叶う町にしていきます。
市民のみなさんが、心から「出雲大好き！」と言える未来
を私と一緒につくって行きましょう。

日頃からの皆さまの温かいご声援に感謝申しあげます。
急速な少子高齢化の問題に、しっかりと取り組んでまいり
ます。
公明党の「大衆とともに」の立党精神のもと、私は徹して

「一人」を大切に、「一人」の声、悩みを聞く温かな人間主義
を貫いてまいります。
女性の味方！子どもの味方！市民の味方！を、スローガン
に頑張ってまいります。

私のこれまでの市議会在任期間、出雲市は大きく変貌を遂
げ、描かれたグランドデザイン（鉄道高架に伴う中心市街地
整備、山陰道開通、斐伊川・神戸川放水路など）は、ほぼ完
成に至りました。医療・福祉・商業・観光などにおいても山
陰の中核都市として遜色のない各種インフラが整いました。
一方、深刻化する高齢化や人口減少に伴う地域活力の低下に
ついては有効な手立てを打てないのが現状です。
そこで私は地域の皆さまと共に知恵と力を出し合って元気
な出雲市づくりに努力する所存です。

私は、子どもから高齢者まで「出雲で暮らせる歓び」を市
民の皆さまに実感していただくために「少子高齢化対策」と
「若者の定住化対策」を重点課題として、高齢者の医療・福
祉の充実、安心して子育てや仕事ができる環境づくり、産業
基盤の育成・強化、生活道路の整備など、すべての方々が安
心して暮らせる豊かで安全な出雲市を目指しております。
これまでの議員生活で培った経験と実績を活かして全力で
市民の皆さまのために取り組んでまいります。

本市の恵まれた歴史、文化、産業など極めて高い潜在能力
を活かしてまちづくりの方向性を明確にし、産業の振興を基
軸としながら、あらゆる分野において地域全体のクオリティ
を上げることで、全国に誇れる「出雲市」をめざしていきます。
市民の皆さまの声を市政に反映させることを常に念頭に置
きながら、今後も「暮らして良し、訪れて良し」の出雲市を
全力で実現していくため、誠心誠意、議会活動に取り組んで
まいります。

%

宮本 享
（みやもと とおる）

出雲市上塩冶町 ４期

（旧出雲市議４期）

平成クラブ

&

長廻利行
（ながさこ としゆき）

出雲市大社町杵築南 ４期

（旧大社町議５期）

平成クラブ

!

福代秀洋
（ふくしろ ひでひろ）

出雲市日下町 ４期

（旧出雲市議２期）

真誠クラブ

"

板倉明弘
（いたくら あきひろ）

出雲市大津朝倉 ４期

（旧出雲市議３期）

政雲クラブ

#

勝部順子
（かつべ じゅんこ）

出雲市塩冶町 ４期

（旧出雲市議３期）

公明党

$

山代裕始
（やましろ ひろし）

出雲市小山町 ４期

（旧出雲市議４期）

政雲クラブ
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賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

錦
織

稔

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

児
玉

俊
雄

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

川
光

秀
昭

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

後
藤

由
美

反

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

反

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

反

反

賛

賛

反

反

反

賛

賛

賛

賛

賛

反

賛

賛

賛

反

反

山
内

英
司

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

玉
木

満

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

今
岡

真
治

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛
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番 号

議第１７号

議第１８号

議第１９号

議第２０号

議第２１号

議第２２号

議第２３号

議第２４号

議第２５号

議第２６号

議第２７号

議第２８号

議第２９号

議第３０号

議第３１号

議第３２号

議第３３号

議第３４号

議第３５号

議第３６号

議第３７号

議第３８号

議第３９号

議第４０号

議第４１号

認第１号

認第２号

認第３号

認第４号

認第５号

認第６号

認第７号

認第８号

認第９号

認第１０号

認第１１号

認第１２号

認第１３号

認第１４号

認第１５号

認第１６号

認第１７号

認第１８号

採採決決のの結結果果

議案等の賛否状況の一覧です。議長は採決には加わりません。

『賛』…賛成、『反』…反対、『－』…欠席・棄権、『除斥』…議案と一定の

利害関係を有する議員は、採決の際に退席することになっています。
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３１
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３１
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３１

３１

３０

３１

３０

３１

３１

３１

３０

３１

３１

３１

３１

３１

３１

３１

３１

３０

３０

３１

３１

３０

３０

３０

３１

３１

３１

３１

３１

３０

３１

３１

３１

３０

３０

採決結果

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

認 定

認 定

認 定

認 定

認 定

認 定

認 定

認 定

認 定

認 定

認 定

認 定

認 定

認 定

認 定

認 定

認 定

認 定

議 案 名

平成２９年度（２０１７）出雲市一般会計第３回補正予算

平成２９年度（２０１７）出雲市介護保険事業特別会計第１回補正予算

出雲市新築住宅に対する固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例

出雲文化伝承館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

出雲市平田Ｂ＆Ｇ海洋センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

出雲市工場立地法に基づく準則を定める条例の一部を改正する条例

出雲市農業生産物販売施設の設置及び管理に関する条例を廃止する条例

出雲市スポーツ振興基金条例

出雲市手話の普及の推進に関する条例

公の施設の指定管理者の指定について（湖陵福祉センター）

公の施設の指定管理者の指定について（東須佐サポートセンター「かがやきの家」）

公の施設の指定管理者の指定について（東須佐サポートセンター 介護予防施設）

公の施設の指定管理者の指定について（出雲市生活支援ハウス）

公の施設の指定管理者の指定について（原鹿の旧豪農屋敷）

公の施設の指定管理者の指定について（アクティーひかわ、アクティーひかわ体育館）

公の施設の指定管理者の指定について（斐川企業化支援センター）

公の施設の指定管理者の指定について（斐川農畜産物等加工体験販売施設（加工房ハム・ソーセージ工房））

公の施設の指定管理者の指定について（出雲市うさぎ森林公園）

公の施設の指定管理者の指定について（斐川環境学習センター）

工事請負契約の締結について（出雲市民会館大ホール耐震改修工事）

工事請負契約の締結について（檜山・東統合小学校整備第Ⅰ期工事）

備品の取得について（小型動力ポンプ普通積載車）

備品の取得について（小型動力ポンプ軽積載車）

平成２８年度（２０１６）出雲市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について

町及び字の区域の変更並びに字の区域の廃止について

平成２８年度（２０１６）出雲市一般会計歳入歳出決算認定について

平成２８年度（２０１６）出雲市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成２８年度（２０１６）出雲市国民健康保険橋波診療所事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成２８年度（２０１６）出雲市診療所事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成２８年度（２０１６）出雲市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成２８年度（２０１６）出雲市介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成２８年度（２０１６）出雲市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成２８年度（２０１６）出雲市下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成２８年度（２０１６）出雲市農業・漁業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成２８年度（２０１６）出雲市浄化槽設置事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成２８年度（２０１６）出雲市風力発電事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成２８年度（２０１６）出雲市ご縁ネット事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成２８年度（２０１６）出雲市企業用地造成事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成２８年度（２０１６）出雲市住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成２８年度（２０１６）出雲市高野令一育英奨学事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成２８年度（２０１６）出雲市廃棄物発電事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成２８年度（２０１６）出雲市水道事業会計決算認定について

平成２８年度（２０１６）出雲市病院事業会計決算認定について

番 号

議第１７号

議第１８号

議第１９号

議第２０号

議第２１号

議第２２号

議第２３号

議第２４号

議第２５号

議第２６号

議第２７号

議第２８号

議第２９号

議第３０号

議第３１号

議第３２号

議第３３号

議第３４号

議第３５号

議第３６号

議第３７号

議第３８号

議第３９号

議第４０号

議第４１号

認第１号

認第２号

認第３号

認第４号

認第５号

認第６号

認第７号

認第８号

認第９号

認第１０号

認第１１号

認第１２号

認第１３号

認第１４号

認第１５号

認第１６号

認第１７号

認第１８号

採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採 決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決 結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結 果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果

採採決決のの結結果果

平成２９年度

第３回出雲市議会（定例会）
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請願・陳情は、皆さまの意見・要望を市政に反映させる重要な制度です。この制度によりどなたでも、市議会に直接要望

することができます。

請願は出雲市議会議員が１名以上紹介議員となることが必要です。陳情は紹介議員は必要ありません。

請願と陳情の審査は、基本的に同じ取扱いとし、所管の常任委員会で審査した後に、本会議で結論を出します。（ただし、

国などへ意見書を提出してほしい場合は、請願のみ受け付けることとしています。）

定例会ごとに提出締切があります。詳細は議会事務局議事係（TEL２１－６５７９）にお尋ねいただくか、市議会ホームページ

をご覧ください。

◆提出時に留意していただきたいこと

○必ず日本語で、次の点を記載してください。（内容を表す件名、要旨、内容、提出年月日、代表の方の住所、氏名、押印、

電話番号）

○請願の場合は、紹介議員の署名または記名押印が必要です。

○提出部数は、１部です。

○請願や陳情の審議結果については、提出者にお知らせします。

○提出された請願書・陳情書の内容、提出者（２人以上の場合は代表者）の氏名（名称）と住所（所在地）は、公表されま

すので、あらかじめご了承ください。

【請 願】

審議結果

趣旨採択 に

全員賛成

採 択 に

全員賛成

不 採 択 に

賛成多数

全国一律の医療費制度を国へ要望していくことは必要であると考えるが、市として中学校

卒業まで医療費無料化制度を拡充することについては、膨大な財源が継続的に必要になるた

め、前回制度改正した後の検証を行った上で考えていくべきである。

提 出 者

出雲市大津町
出雲市私立認可保育所（園）理事長会
会長 原 成充 他１名

出雲市医大南町
出雲市立第二中学校教育振興会
会長 須山 宏幸 他２名

出雲市古志町
新日本婦人の会 出雲支部
支部長 景山 祐子

件 名

２０１８年度（平成３０年度）私立認可保育所（園）認定子

ども園関係予算等についての請願

出雲市立第二中学校屋外部活動の環境整備に関する請

願

子どもの医療費無料化制度の拡充を求める請願

なぜ不採択

番号

４

５

６

福
代
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議

長

長
廻

利
行

賛

賛

賛

賛
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享

賛
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賛

賛
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賛
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賛
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賛

賛

賛

勝
部
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賛
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賛
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賛
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倉

明
弘

賛

賛
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賛

川
上

幸
博

賛
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除
斥

賛

賛

賛

賛

賛

賛

多
々
納
剛
人

賛

賛

賛

賛

除
斥

賛

賛

賛

賛

賛

除
斥

板
倉

一
郎

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

萬
代

輝
正

賛

賛

賛

賛

除
斥

賛

賛

賛

賛

賛

賛

板
垣

成
二

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

飯
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俊
之

賛

賛

賛

賛

賛
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賛

賛

賛

賛
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科

孝
充

賛

賛

賛

賛
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賛

賛

賛

賛

伊
藤

繁
満

賛

賛

賛

賛

賛
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賛
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賛

賛
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大
場

利
信

賛

賛

賛
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賛

賛
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西
村

亮

賛
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賛

賛

賛

賛

賛
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賛

賛
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正
雄

賛
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福
島

孝
雄
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賛
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部

勝

賛
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賛
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寺
本

淳
一

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

神
門

至

賛

賛

賛

賛

賛

賛

反

賛

反
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湯
淺

啓
史

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛
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道
三

賛

賛
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賛
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治
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－

－

賛

賛

賛

反

賛

反

賛

賛

本
田

一
勇

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

錦
織

稔

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

児
玉

俊
雄

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

川
光

秀
昭

賛

賛

除
斥

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

後
藤

由
美

賛

賛

賛

反

賛

賛

反

反

反

反

賛

山
内

英
司

賛

賛

賛

賛

賛

賛

反

賛

反

賛

賛

玉
木

満

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

今
岡

真
治

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

番 号

同第１０号～同第３３号

諮第１号

諮第２号

意見書第３号

請願第４号

請願第５号

請願第６号

陳情第１号

陳情第２号

陳情第３号

陳情第４号

請願の審議結果

採採決決のの結結果果・・請請願願

請請 願願 ・・ 陳陳 情情 のの ごご 案案 内内
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【陳 情】

審議結果

趣旨採択 に

賛成多数

不 採 択 に

賛成多数

中学校卒業まで医療費無料化制度を拡充することについては、膨大な財源が継続的に必要

になるため、前回制度改正した後の検証を行った上で考えていくべきである。

趣旨採択 に

賛成多数

採 択 に

賛成多数

提 出 者

出雲市里方町
出雲市認可保育所（園）保護者会連合会
会長 重栖 伸也

出雲市里方町
出雲市認可保育所（園）保護者会連合会
会長 重栖 伸也

出雲市里方町
出雲市認可保育所（園）保護者会連合会
会長 重栖 伸也

出雲市今市町
出雲市農政会議
会長 安達 富治 他１名

件 名

子どもの保育料の負担軽減に関する陳情

子どもの医療費の負担軽減に関する陳情

任意予防接種費用（インフルエンザ、おたふくかぜ、

ロタウイルス）の公費助成を求める陳情

出雲市農業振興施策確立に関する陳情

なぜ不採択

番号

１

２

３

４

【意見書】

審議結果

原案可決 に

賛成多数

件 名

地方の道路整備の促進を求める意見書

番号

３

反
対

０

０

０

１

０

０

５

１

５

１

１

賛
成

３０

３０

２９

３０

２６

３１

２６

３０

２６

３０

２９

採決結果

同 意

同 意

同 意

原案可決

趣旨採択

採 択

不 採 択

趣旨採択

不 採 択

趣旨採択

採 択

議 案 名

出雲市農業委員会委員の任命について（２４名）

人権擁護委員候補者につき意見を求めることについて（安田経子氏）

人権擁護委員候補者につき意見を求めることについて（川光栄子氏）

地方の道路整備の促進を求める意見書

２０１８年度（平成３０年度）私立認可保育所（園）認定子ども園関係予算等についての請願

出雲市立第二中学校屋外部活動の環境整備に関する請願

子どもの医療費無料化制度の拡充を求める請願

子どもの保育料の負担軽減に関する陳情

子どもの医療費の負担軽減に関する陳情

任意予防接種費用（インフルエンザ、おたふくかぜ、ロタウイルス）の公費助成を求める陳情

出雲市農業振興施策確立に関する陳情

番 号

同第１０号～同第３３号

諮第１号

諮第２号

意見書第３号

請願第４号

請願第５号

請願第６号

陳情第１号

陳情第２号

陳情第３号

陳情第４号

陳情・意見書の審議結果

※請願第６号および陳情第２号の「賛成・反対」は、同請願・陳情を「不採択」とした文教厚生委員会の報告に対する賛成・反対を表しています。

採採決決のの結結果果・・陳陳情情・・意意見見書書
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議
会
運
営
委
員
会

６
月
２９
日
、
３０
日

総
務
委
員
会

７
月
４
日
〜
６
日

文
教
厚
生
委
員
会

７
月
２４
日
〜
２６
日

よ
り
議
論
の
深
ま
る

予
算
審
査
を
目
指
し
て

埼
玉
県
富
士
見
市
お
よ
び
神
奈
川
県
秦
野
市
で

「
分
科
会
方
式
」
に
よ
る
予
算
審
査
に
つ
い
て
視
察

調
査
し
ま
し
た
。

「
分
科
会
方
式
」
と
は
、
予
算
特
別
委
員
会
内
に

各
常
任
委
員
会
を
単
位
と
す
る
分
科
会
を
置
き
、

そ
こ
で
予
算
案
の
所
管
す
る
部
分
を
分
担
し
て
審

査
す
る
方
式
で
す
。
現
在
出
雲
市
議
会
で
行
わ
れ

て
い
る
方
式
と
違
う
た
め
、
全
体
的
な
流
れ
、
運

用
、
工
夫
点
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
聞
き
取

り
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
視
察
を
参
考
に
、
全
議
員
の
予
算
審
査
へ

の
関
与
、
専
門
性
を
い
か

し
た
詳
細
な
審
査
な
ど
、

現
行
で
の
課
題
を
整
理

し
、
よ
り
議
論
が
深
ま
る

予
算
審
査
の
方
向
性
を
早

急
に
出
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
飯
塚
俊
之

記
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る

独
自
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
視
察

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
率
が
伸
び
悩
ん

で
い
る
本
市
で
す
が
、
住
民
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
恩
恵
を

い
ち
早
く
受
け
ら
れ
る
た
め
に
、
独
自
サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
て
い
る
新
潟
県
三
条
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

独
自
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
し
て
、
カ
ー
ド
に
よ
る

①
選
挙
の
投
票
所
入
場
受
付
②
避
難
所
の
入
退
所

受
付
③
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
④
図
書
の
貸
し

出
し
受
付
⑤
職
員
の
出
退
勤
管
理
な
ど
に
つ
い
て

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
ほ
か
、

窓
口
で
は
、
カ
ー
ド
が
あ
れ
ば
、
パ
ス
ワ
ー
ド
不

要
で
各
種
申
請
が
自
動
出
力
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
も

採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
同
市
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
率
は

９
％
、
市
職
員
の
所
持
率
は

８５
・
４
％
と
の
こ
と
で
し
た
。

将
来
、
官
・
民
を
問
わ
ず

さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
に
利

用
が
拡
大
さ
れ
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
が
認
証
基
盤
と

な
る
こ
と
は
必
至
で
あ
り
、
カ
ー
ド
の
普
及
が
不

可
欠
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。（

板
倉
明
弘

記
）

横
浜
市
の
待
機
児
童
ゼ
ロ
対
策
へ
の

取
り
組
み
を
視
察

神
奈
川
県
横
浜
市
で
は
①
少
子
化
対
策
②
女
性

の
さ
ら
な
る
社
会
参
加
へ
の
促
進
③
自
治
体
の
役

割
の
三
つ
の
柱
を
掲
げ
、
待
機
児
童
対
策
に
取
り

組
ま
れ
て
い
ま
す
。

待
機
児
童
の
多
く
を
占
め
る
３
歳
児
未
満
へ
の

対
応
と
し
て
、
地
域
型
保
育
事
業
（
小
規
模
保
育

事
業
）
を
推
進
さ
れ
、
ま
た
保
育
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

を
３３
名
配
置
し
、
保
護
者
の
相
談
や
保
育
所
に
入

れ
な
か
っ
た
方
に
対
し
、
利
用
可
能
な
保
育
サ
ー

ビ
ス
の
紹
介
な
ど
、
き
め
細
か
く
対
応
さ
れ
て
い

ま
す
。
横
浜
市
単
独
で
は
、
保
育
士
修
学
資
金
貸

付
や
保
育
士
再
就
職
支
援
事
業
、
保
育
所
見
学
ツ

ア
ー
な
ど
の
支
援
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

出
雲
市
も
こ
れ
ら
の
取

り
組
み
を
参
考
に
し
、
待

機
児
童
ゼ
ロ
を
実
現
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
寺
本
淳
一

記
）

行行政政視視察察報報告告

待機児童対策について説明を受ける

（神奈川県横浜市）

分科会方式による予算審査について

視察（埼玉県富士見市）

独自サービスについて説明を受

ける（新潟県三条市）
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環
境
経
済
委
員
会

７
月
３
日
〜
５
日

建
設
水
道
委
員
会

７
月
２５
日
〜
２７
日

Ｓ
Ｉ
Ｂ
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
を
支
援

滋
賀
県
東
近
江
市
に
「
Ｓ
Ｉ
Ｂ
の
仕
組
み
を
活

用
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
に
つ
い
て
」

の
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
Ｓ
Ｉ
Ｂ
と
は
、
ま

ず
中
間
支
援
組
織
と
連
携
し
な
が
ら
市
民
か
ら
の

出
資
を
募
り
、
地
域
内
で
実
施
さ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
立
ち
上
げ
を
地
域
内
の
市
民
が

関
係
機
関
と
協
働
し
て
行
う
も
の
で
す
。
そ
し
て
、

事
業
の
成
果
が
達
成
さ
れ
た
場
合
、
行
政
が
投
資

家
へ
成
功
報
酬
を
支
払
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま

す
。
東
近
江
市
は
人
口
１１
万
４
千
人
で
平
成
２６
年

度
か
ら
、
こ
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ

れ
は
事
業
者
が
取
り
組
み
を
実
施
し
よ
う
と
す
る

と
き
、
初
期
の
資
金
確

保
が
困
難
で
あ
る
こ
と

が
課
題
と
さ
れ
て
い

て
、
そ
れ
を
解
決
さ
せ

る
た
め
事
業
に
必
要
な

資
金
調
達
を
東
近
江
市

版
Ｓ
Ｉ
Ｂ
を
活
用
し
支

援
を
す
る
も
の
で
す
。

新
し
い
試
み
で
と
て
も

参
考
に
な
り
ま
し
た
。

（
渡
部

勝

記
）

地
域
特
性
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て
学
ぶ

お

ぶ

せ

長
野
県
小
布
施
町
は
、
人
口
が
１
万
２
０
０
０

人
余
り
で
、
町
役
場
を
中
心
に
半
径
２
㎞
以
内
に

ほ
と
ん
ど
の
集
落
が
入
る
小
さ
な
町
で
す
。

こ
の
町
で
は
、
官
民
一
体
と
な
り
、
古
い
町
並

み
の
再
生
や
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
な
ど
に
力
を
入
れ
ら

れ
て
お
り
、
年
間
１
２
０
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ

て
い
る
と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
商
店
や
個
人
の
庭
を
開
放
し
、
花

を
介
し
て
人
々
と
交
流
を
深
め
る
「
オ
ー
プ
ン
ガ
ー

デ
ン
」
は
、
庭
や
路
地
裏
、
軒
先
を
自
由
に
歩
け

る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
て
、
四
季
折
々
、
そ
れ
ぞ

れ
の
家
で
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
が
競
わ
れ
て
い
る
と
の

事
で
し
た
。
視
察
を

通
し
て
、
行
政
と
民

間
が
連
携
す
る
こ
と

に
よ
り
、
大
き
な
推

進
力
が
生
ま
れ
る
と

改
め
て
感
じ
る
こ
と

が
で
き
、
本
市
に
お

い
て
、
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
べ
き
か
、

検
討
す
る
よ
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

（
原

正
雄

記
）

議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍
聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴
にににににににににににににににににににににににににににににににににに

いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
らららららららららららららららららららららららららららららららららら
っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ
しししししししししししししししししししししししししししししししししし
ゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
まままままままままままままままままままままままままままままままままま
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか

出
雲
市
議
会
で
は
、
本
会
議
お
よ
び
委
員

会
は
、
原
則
公
開
し
て
い
ま
す
。（
た
だ
し
、

議
長
お
よ
び
委
員
長
の
判
断
に
よ
り
非
公
開

と
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
）

当
日
、
議
場
（
委
員
会
室
）
前
の
傍
聴
受

付
で
、
傍
聴
受
付
簿
に
住
所
、
氏
名
を
書
い

て
い
た
だ
く
だ
け
で
傍
聴
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

傍
聴
席
は
、
議
場
６０
席
、
委
員
会
室
１０
席

程
度
あ
り
ま
す
。
事
前
の
連
絡
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
が
、
団
体
で
の
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る

場
合
に
は
、
議
会
事
務
局
ま
で
あ
ら
か
じ
め

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

託
児
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

本
会
議
・
委
員
会
を
傍
聴
さ
れ
る
間
、
お

子
さ
ま
を
お
預
か
り
す
る
託
児
サ
ー
ビ
ス
を

し
て
い
ま
す
。

託
児
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
原
則
と
し

て
希
望
日
の
１
週
間

前
ま
で
に
申
込
み
が

必
要
で
す
。

詳
し
く
は
議
会
事

務
局
へ
お
た
ず
ね
い

た
だ
く
か
、
市
議
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

行行政政視視察察報報告告

東近江市版SIBの仕組み

地域住民が主体となって取り組まれているオープンガーデン
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議会に関してのお問い合わせは

　市議会だよりにお気づきの点がございましたらご意見をお寄せ
ください。より充実した紙面づくりの参考とさせていただきます。

出 雲 市 議 会 事 務 局

TEL：（0853）21-6246  FAX：（0853）21-6251
URL：http://www.city.izumo.shimane.jp/gikai
メール：gikai@city.izumo.shimane.jp/

本誌は地球環境に優しい植物油インキを

使用しております。

〒693-8530  出雲市今市町70

　
議
員
の
不
祥
事
が
、
連
日
の
よ
う

に
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
中
、

議
員
に
対
す
る
信
頼
感
が
失
わ
れ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　
出
雲
市
議
会
は
、
平
成
19

年
度

12

月
定
例
会
で
、
議
員
提
案
に
よ
り

「
出
雲
市
議
会
基
本
条
例
」
を
制
定
し
、

議
会
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、

開
か
れ
た
議
会
を
推
進
し
て
、
市
民

の
皆
さ
ま
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
10

年
前
と
は
議
会
の

活
動
の
あ
り
方
が
大
き
く
変
わ
っ
て

き
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の

こ
と
が
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
ほ
と
ん

ど
理
解
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
度
、
広
報
広
聴
調
査
・
推
進

委
員
会
が
新
た
に
設
置
さ
れ
、
議
会

と
し
て
の
情
報
発
信
・
広
聴
機
能
の

強
化
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
議
会
広

報
誌
編
集
委
員
会
で
は
「
議
会
だ
よ

り
」
を
通
じ
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
が

議
会
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
議
会
の
活
動
状
況
を
分
か

り
易
く
情
報
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
議
会
広
報
誌
編
集
委
員

（
今
岡
　
真
治
）

議
会
広
報
誌
編
集
委
員
会
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長
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委
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長
）

議会活動 （平成29年8月11日～11月10日に開催された会議）

8月17日(木)

18日(金)

21日(月)

22日(火)

24日(木)

25日(金)

28日(月)

29日(火)

30日(水)

31日(木)

9月 1日(金)

6日(水)

 7日(木)

12日(火)

15日(金)

19日(火)

25日(月)

26日(火)

27日(水)

10月 2日(月)

2日(月)～4日(水)

水産・漁業対策協議会

広報広聴調査・推進委員会、スポーツ推進協議会

トキ協議会、議会広報誌編集委員会

文教厚生委員会協議会、芸術文化振興議員連盟

議会運営委員会

一畑電車沿線議員連絡協議会総会・幹事会

行財政改革特別委員会

議会改革・調査特別委員会

理事会

議会運営委員会、全員協議会

観光・コンベンション調査特別委員会

議会広報誌編集委員会

広報広聴調査・推進委員会

トキ協議会

森林・林産業対策協議会

理事会

原子力発電・エネルギー政策調査特別委員会

議会運営委員会、国県道対策協議会

理事会

観光・コンベンション調査特別委員会

総合交通対策特別委員会行政視察、行財政改革特別委員会行政視察

5日(木)

6日(金)

10日(火)～11日(水)

12日(木)

12日(木)～13日(金)

16日(月)～18日(水)

18日(水)

19日(木)

20日(金)

24日(火)～25日(水)

25日(水)

26日(木)

30日(月)

31日(火)

31日(火)～11月 2日(木)

11月 2日(月)

8日(水)

9日(木)

10日(金)

全国市議会議長会 第132回国会対策委員会・意見交換会

島根県市議会議長会 秋季定期総会、議会改革調査特別委員会

農政議員連盟

議会改革・調査特別委員会行政視察

議会広報誌編集委員会、水産・漁業対策協議会

全国自治体病院経営都市議会協議会正副会長・監事・相談役会議

観光・コンベンション調査特別委員会行政視察

山陰都市連携協議会

議会広報誌編集委員会、新内藤川・赤川対策協議会

広報広聴調査・推進委員会、堀川水系対策協議会

第１３回全国散居村サミットin 飯豊

総務委員会協議会

第１３回地域医療政策セミナー

中海・宍道湖圏域市議会議長会 鳥取県知事要望

議会運営委員会、全員協議会、理事会、斐伊川・神戸川沿川対策協議会

中海・宍道湖圏域市議会議長会 島根県知事要望

原子力発電・エネルギー政策調査特別委員会行政視察

行財政改革特別委員会

全国市議会議長会　第１０３回評議員会

全国市議会議長会　第１６０回産業経済委員会

中学生議会

本会議(開会、議案上程・説明)
本会議(一般質問・１日目)
本会議(一般質問・２日目)
本会議(一般質問・３日目)
本会議(一般質問・４日目、議案質疑、委員会付託)、予算特別委員会
総務委員会・予算特別委員会総務分科会
文教厚生委員会・予算特別委員会文教厚生分科会

１１月３０日(木) 
１２月  ４日(月)

 ５日(火)
６日(水)
７日(木)

１１日(月)
１２日(火)

平成29年度 12月定例市議会 会期日程（案）今後の本会議の予定

環境経済委員会・予算特別委員会環境
経済分科会
建設水道委員会・予算特別委員会建設
水道分科会
予算特別委員会
本会議(委員長報告、質疑、討論、採決、
閉会)

１３日(水)

１４日(木)

１８日(月)
２０日(水)

※一般質問を行う議員数により、12月7日の日程が12月6日に繰り上がり、12月7日は開催されないことがあります。

い い で


